「得難思議往生」の人法然——元久二年の「真影」の銘を手掛かりとして—— by 豅 弘信
1　 
「
得
難
思
議
往
生
」
の
人
法
然
─
元
久
二
年
の
「
真
影
」
の
銘
を
手
掛
か
り
と
し
て
─
豅　
　
弘　
信
は 
じ 
め 
に
　
親
鸞
の
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信
証
』）「
化
身
土
巻
・
末
」
の
通
称
「
後
序
」
に
は
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
、
親
鸞
二
十
九
歳
）
の
回
心
（「
吉
水
入
室
」）
の
記
述
に
続
い
て
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
、
三
十
三
歳
）
の
法
然
に
よ
る
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
、『
選
択
集
』）
書
写
の
許
可
と
四
月
十
四
日
の
内
題
・
総
標
の
文
、「
釈
の
綽
空
」
の
名
の
記
入
（「
選
択
付
嘱
」）
と
、
同
日
の
親
鸞
に
よ
る
法
然
寿
像
の
貸
与
・
模
写
の
申
し
入
れ）1
（
と
閏
七
月
二
十
九
日
の
完
成
し
た
模
本
へ
の
法
然
に
よ
る
銘
文
、
及
び
夢
告
に
依
っ
て
改
め
た
新
し
い
名
「
釈
の
親
鸞
」
の
記
入
（「
真
影
図
画
」）
と
い
う
二
つ
の
出
来
事
を
記
し
て
い
る
。
　
従
来
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
法
然
か
ら
親
鸞
へ
の
師
資
相
承
を
示
す
形
式
と
了
解
さ
れ
て
き
た
。
　
こ
れ
は
親
鸞
自
身
が
「
後
序
」
に
お
い
て
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
者ハ
依テ
㆓
禅
定
博
陸
月
輪
殿
兼
実
法
名
円
照
之
教カウ
命メイ
ニ㆒
所
㆔
令ル
㆓
撰
集セ
㆒
也
、
真
宗ノ
簡
要
念
仏ノ
奥アウ
義
摂
㆔
在セ
リ
　
于ニ
㆓
斯
㆒　
見
者ノ
易シ
㆓
諭サト
リ㆒
誠ニ
是レ
希
有
最
勝
之
華
文
無
上
甚
深
之
宝
典
也　
渉ワタ
リ㆓
年ヲ
㆒
渉テ
㆓
日ヲ
㆒
蒙フ
ル㆓
其ノ
教
誨ヲ
㆒
之
人
雖モ
㆓
千
万ト
㆒　
云ヒ
㆓
親ト
㆒
云ヒ
㆓
疎ソト
㆒　
獲ウル
㆓
此ノ
見
写ヲ
㆒
之
（豅）　2
徒モ
カ
ラ
　
甚タ
以テ
難シ　
爾ル
ニ
　
既テ
ニ
　
書
㆓
写シヤ
シ
製セイ
作サク
ヲ㆒
図
㆓
画セ
リ
　
真
影ヲ
㆒　
是
専
念
正
業
之
徳
也
、
是
決
定
往
生
之
徴チ
也
、
仍ヨン
テ
　
抑テ
㆓
悲
喜
之
涙ヲ
㆒
註ス
㆓
由
来
之
縁ヲ
㆒ 
（『
定
親
全
』
一
、
三
八
二
〜
三
頁
）
と
し
て
、「
製
作
」（『
選
択
集
』）
の
書
写
と
「
真
影
」（
寿
像
）
の
図
画
（
模
写
）
を
も
っ
て
「
専
念
正
業
の
徳
」「
決
定
往
生
の
徴
」、
さ
ら
に
は
『
教
行
信
証
』
撰
述
の
「
由
来
の
縁
」
の
一
つ）2
（
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
、
親
鸞
八
十
三
歳
）、
こ
の
形
式
に
倣
っ
て
親
鸞
自
身
が
門
弟
専
信
に
自
著
『
教
行
信
証
』
の
書
写
を
許
し
、
自
身
の
影
像
（「
安
城
御
影
」）
と
本
尊
（「
黄
地
十
字
名
号
」）
を
与
え
て
い
る）3
（
こ
と
等
に
よ
る
が
、
難
波
教
行
は
他
の
門
弟
へ
の
「
選
択
付
嘱
」「
真
影
図
画
」
の
状
況
を
検
討
し
た
結
果
、「『
選
択
集
』
を
書
写
し
た
弟
子
た
ち
が
法
然
影
像
を
図
画
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
」「
法
然
は
自
像
の
図
画
を
、
時
折
許
し
て
い
た
と
い
う
記
録
か
ら
」、「
真
影
の
図
画
が
、『
選
択
集
』
を
書
写
で
き
る
限
ら
れ
た
門
弟
の
み
に
許
さ
れ
る
特
別
な
も
の
で
は
な
」
く
、「
法
然
教
団
に
お
い
て
、
真
影
の
図
画
が
師
資
相
承
に
必
ず
し
も
必
要
な
形
式
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
難
波
は
、「
後
序
」
に
お
い
て
『
選
択
集
』
へ
の
内
題
等
の
記
入
の
記
述
が
、
『
選
択
本
願
念
仏
集ノ
』
内
題ノ
字
幷ニ
南
無
阿
弥
陀
仏
往
生
之
業
念
仏
為
本ト
与ト
㆓
釈ノ
綽
空ノ
字
㆒
以テテ㆓
空テノ　
真テ
筆テヲ㆒
令テメ
タ
マ
ヒ
キ
　
　00
㆔
書テ
㆓
之テヲ㆒
 
（
傍
点
筆
者
、『
定
親
全
』
一
、
三
八
一
頁
）
と
し
て
、「
空
の
真
筆
を
も
っ
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
こ
れ
を
書
か
し
め
た
ま
い
き
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
真
影
へ
の
銘
文
の
記
入
が
、
真
影エイ
ノ
銘ニ
以テ
㆓
真テ
筆テヲ㆒
令テ
㆕
書テ
㆔
南
無
阿
弥
陀
仏ト
与トヲ
㆓
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者
不
取
正
覚
彼
仏
今
現
在
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
之
真
文
㆒ 
（
傍
点
筆
者
、『
定
親
全
』
一
、
三
八
一
〜
二
頁
）
と
、
こ
れ
も
「
真
筆
を
も
っ
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
」
と
あ
り
、
し
か
も
真
蹟
坂
東
本
に
拠
れ
ば
当
初
「
真
影ノ
銘ハ
令
㆕
書
㆔
…
…
」（
真
影
の
銘
は
…
…
を
書
か
し
め
た
ま
う
）
と
の
み
あ
っ
た
も
の
に
「
以
㆓
真
筆ヲ
㆒
」
を
挿
入
し
「
銘
」
の
送
り
仮
名
を
「
ハ
」
か
ら
「
ニ
」
へ
改
め
て
現
行
の
よ
う
に
3　（豅）
「
真
影
の
銘
に
真
筆
を
も
っ
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
…
…
を
書
か
し
め
た
ま
う
」
と
訓
ん
で
い
る）4
（
こ
と
、
影
像
の
銘
文
で
あ
る
善
導
『
往
生
礼
讃
』（
以
下
、
『
礼
讃
』）
の
文
が
四
月
十
四
日
か
ら
閏
七
月
二
十
九
日
ま
で
の
百
三
十
三
日
間
の
間
に
『
選
択
集
』
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
法
然
と
親
鸞
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
議
・
問
答
の
末
に
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
法
然
の
真
筆
で
こ
の
『
礼
讃
』
の
文
が
記
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
親
鸞
は
「
真
影
図
画
」
を
「
選
択
付
嘱
」
と
並
ぶ
自
ら
へ
の
師
資
相
承
の
証
と
了
解
し
た
、
と
推
察
し
て
い
る）5
（
。
　
筆
者
は
こ
の
難
波
の
論
考
を
承
け
、
本
稿
に
お
い
て
、
親
鸞
が
法
然
の
影
像
を
授
か
り
、
法
然
の
手
に
よ
っ
て
こ
の
『
礼
讃
』
の
文
が
書
か
れ
た
こ
と
の
親
鸞
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
推
究
し
て
い
き
た
い
。
一　
法
然
の
存
在
理
由
─
『
往
生
礼
讃
』
の
文
の
有
す
る
意
義
─
　
元
久
二
年
に
法
然
か
ら
授
か
っ
た
『
選
択
集
』
と
影
像
を
そ
の
後
親
鸞
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（
以
下
、『
行
状
絵
図
』）
に
は
門
弟
空
阿
弥
陀
仏
が
法
然
の
影
像
を
「
本
尊
」
と
仰
い
だ
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。空
阿
弥
陀
仏
は
、
上
人
を
ほ
と
け
の
ご
と
く
に
崇
敬
し
申
さ
れ
し
か
ば
、
右
京
権
大
夫
隆
信
の
子
、
左
京
大
夫
信
実
朝
臣
に
、
上
人
の
真
影
を
か
ゝ
し
め
、
一
期
の
あ
ひ
だ
、
本
尊
と
あ
ふ
ぎ
申
さ
れ
き
。 
（『
法
伝
全
』
三
一
五
頁
）
ま
た
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
記
さ
れ
た
『
方
丈
記
』
に
は
、
著
者
鴨
長
明
の
庵
室
の
様
子
が
、
北
に
よ
せ
て
障
子
を
へ
だ
て
て
阿
弥
陀
の
絵
像
を
安
置
し
、
そ
ば
に
普
賢
を
か
き
、
ま
へ
に
法
華
経
を
お
け
り
。
 
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
30　
方
丈
記
・
徒
然
草
』
三
七
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
覚
如
の
『
親
鸞
聖
人
伝
絵
』
に
描
か
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
京
都
↓
越
後
↓
関
東
↓
京
都
と
居
を
移
し
た
親
鸞
の
庵
室
に
は
法
然
の
影
像
が
掛
け
ら
れ
、
そ
の
前
に
は
『
選
択
集
』
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
（豅）　4
想
像
す
る
。
ま
た
、
法
然
の
月
命
日
毎
に
催
さ
れ
た
集
会
「
聖
人
の
廿
五
日
の
御
念
仏）6
（
」（『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』（
広
本
））
に
お
い
て
も
当
然
集
会
場
（
道
場
）
に
影
像
が
掛
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
『
西
方
指
南
抄
』（
以
下
、『
指
南
抄
』）「
法
然
上
人
御
説
法
事
」
に
は
、
次
に
往
生
浄
土
の
祖
師
の
五
の
影
像
を
図
絵
し
た
ま
ふ
に
、
お
ほ
く
こ
ゝ
ろ
あ
り
。
ま
づ
恩
徳
を
報
ぜ
む
が
た
め
、
次
に
は
賢
を
み
て
は
ひ
と
し
か
ら
む
こ
と
を
お
も
ふ
ゆ
へ
な
り
。 
（『
定
親
全
』
五
輯
録
篇
、
七
七
頁
）
と
あ
り
、
法
然
自
身
が
浄
土
五
祖
（
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
・
懐
感
・
少
康
）
の
影
像
を
製
作
す
る
目
的
を
⑴
祖
師
の
恩
徳
に
報
じ
よ
う
と
思
う
こ
と
、
⑵
そ
の
賢
な
る
こ
と
を
見
て
自
分
も
祖
師
の
ご
と
く
あ
り
た
い
と
思
う
こ
と
で
あ
る
と
抑
え
て
い
る
。
　
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
の
「
正
信
偈
」「
偈
前
の
文
」
是
以テ
為ニ
㆓
知
恩
報
徳ノ
㆒
披ヒラ
キ
タ
ル
ニ
㆓　
　
宗
師ノ
釈ヲ
㆒
言ク
…
…
爾
者ハ
帰シ
㆓
大
聖ノ
真
言ニ
㆒
閲エチ
シ
テ
㆓　
大
祖ノ
解
釈ヲ
㆒
信
㆓
知シ
テ
　
仏
恩ノ
深
遠ナ
ル
ヲ
㆒　
作テ
㆓
『
正
信
念
仏
偈ヲ
』
㆒
曰ク
…
… 
（『
定
親
全
』
一
、
八
四
〜
五
頁
）
　
「
後
序
」
の
慶ヨロ
コ
ハ
シ
イ
　
　
哉カナ　
樹タテ
㆓
心ヲ
弘
誓ノ
仏
地ニ
㆒
流ス
㆓
念ヲ
難
思ノ
法
海ニ
㆒　
深ク
知リ
テ㆓
如
来ノ
矜
哀ヲ
㆒
良ト
ニ
　
仰アヲ
ク㆓
師
教ノ
恩
厚カウ
ヲ㆒　
慶
喜
弥
至リ
至
孝カウ
弥
重シ　
因テ
㆓
茲レ
ニ㆒
鈔セウ
シ㆓
真
宗ノ
詮ヲ
㆒
摭ヒロ
ウ㆓
浄
土ノ
要ヲ
㆒　
唯
念テ
㆓
仏
恩ノ
深キ
コ
ト
ヲ
㆒　
不ス
㆔
恥ハチ
㆓
人シン
倫リン
ノ
　
嘲アサ
ケ
リ
ヲ
㆒　
 
（『
定
親
全
』
一
、
三
八
三
頁
）
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
の
思
想
的
営
為
（
教
化
・
著
述
）
の
す
べ
て
は
知
恩
報
徳
の
念
の
発
露
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
。
　
そ
し
て
そ
の
知
恩
報
徳
の
念
は
、
す
べ
か
ら
く
「
西
蕃
・
月
支
の
聖
典
、
東
夏
・
日
域
の
師
釈）7
（
」（「
総
序
」）、「
大
聖
の
真
言
」「
大
祖
の
解
釈
」（「
正
信
偈
」）、「
諸
仏
如
来
の
真
説
」「
論
家
・
釈
家
の
宗
義）8
（
」（「
別
序
」）
に
値
遇
し
得
た
と
い
う
遇
教
・
帰
本
願
の
感
動
か
ら
発
起
し
て
い
る
。
報
ず
べ
き
祖
師
の
恩
徳
と
は
具
体
的
に
は
そ
の
開
示
し
た
教
説
に
こ
そ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
に
、
法
然
影
像
の
銘
文
と
し
て
「
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
『
首
楞
厳
経
』
に
言
わ
く
」
と
し
て
般
5　（豅）
刺
蜜
帝
訳
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』（
以
下
、『
首
楞
厳
経
』）
の
文
、「
日
本
源
空
聖
人
の
真
影　
四
明
山
権
律
師
劉
官
讃
」
と
し
て
隆
寛
が
法
然
の
五
七
日
法
要
に
併
せ
て
制
作
し
た
表
白
文
、「
比
叡
山
延
暦
寺
宝
幢
院
黒
谷
源
空
聖
人
の
真
像
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
云
は
く
」
と
し
て
『
選
択
集
』
の
題
号
・
総
標
の
文
、
総
結
三
選
の
文
、
三
心
章
の
文
、
そ
し
て
「
法
印
聖
覚
和
尚
の
銘
文
」
と
し
て
法
然
六
七
日
法
要
の
聖
覚
の
表
白
文
を
引
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
て
い
る
。
　
こ
の
う
ち
隆
寛
・
聖
覚
の
文
は
、
法
然
の
中
陰
の
表
白
文
と
い
う
性
格
も
あ
っ
て
法
然
の
「
行
実
」
を
讃
嘆
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
行
実
」
の
中
核
を
親
鸞
は
、
日
本
源
空
聖
人の
真
影　
四
明
山
権
律
師
劉
官
讃
。
…
…
「
普
勧
道
俗
念
弥
陀
仏
」
と
い
ふ
は
、
普
勧
は
あ
ま
ね
く
す
ゝ
む
と
也
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
…
…
念
弥
陀
仏
と
ま
ふ
す
は
尊
号
を
称
念
す
る
と
也
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
…
…
「
明
知
称
名
」
と
ま
ふ
す
は
、
あ
き
ら
か
に
し
り
ぬ
仏
の
み
な
を
と
テ
テ
テ
テ
テ
テ
な
ふ
れ
ば
往
生
す
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
と
い
ふ
こ
と
を
要
術
と
す
と
い
ふ
。
往
生
の
要
に
は
如
来
の
み
な
を
と
な
ふ
る
に
す
ぎ
た
る
こ
と
は
な
し
と
也
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
「
宜
哉
源
空
」
と
ま
ふ
す
は
、
宜
哉
は
よ
し
と
い
ふ
也
、
源
空
は
聖
人
の
御
名
也
。「
慕
道
化
物
」
と
い
ふ
は
、
慕
道
は
無
上
道
を
ね
が
ひ
し
た
ふ
べ
し
と
也
。
化
物
と
い
ふ
は
、
物
と
い
ふ
は
衆
生
也
、
化
は
よ
ろ
づ
の
も
の
を
利
益
す
と
也
。
…
…
。
 
（『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
〇
三
〜
五
頁
）
法
印
聖
覚
和
尚
の
銘
文
…
…
「
雖
非
利
智
精
進
」
と
い
ふ
は
、
智
慧
も
な
く
、
精
進
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
鈍
根
懈
怠
の
も
の
も
、
専
修
・
専
念
の
信
心
を
え
つ
れ
ば
往
生
す
と
こ
ゝ
ろ
う
べ
し
と
也
。「
然
我
大
師
聖
人
」
と
い
ふ
は
、
聖
覚
和
尚
は
聖
人
を
わ
が
大
師
聖
人
と
あ
お
ぎ
た
の
み
た
ま
ふ
御
こ
と
ば
な
り
。「
為
釈
尊
之
使
者
弘
念
仏
之
一
門
」
と
い
ふ
は
、
源
空
聖
人
は
釈
迦
如
来
の
御
つ
か
い
と
し
て
、
念
仏
の
一
門
を
ひ
ろ
め
た
ま
ふ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
と
し
る
べ
し
と
な
り
。「
為
善
導
之
再
誕
勧
称
名
之
一
行
」
と
い
ふ
は
、
聖
人
は
善
導
和
尚
の
御
身
と
し
て
称
名
の
一
行
を
す
ゝ
め
た
ま
ふ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
な
り
と
し
る
べ
し
と
也
。「
専
修
専
念
之
行
自
此
漸
弘
無
間
無
余
之
勤
」
と
い
ふ
は
、
一
向
専
修
と
ま
ふ
す
こ
と
は
、
こ
れ
よ
り
ひ
ろ
ま
る
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
と
し
る
べ
し
と
な
り
。「
然
則
破
戒
罪
根
之
輩
加
肩
入
往
（豅）　6
生
之
道
」
と
い
ふ
は
、
然
則
は
し
か
ら
し
め
て
、
こ
の
浄
土
の
な
ら
ひ
に
て
、
破
戒
無
戒
の
人
、
罪
業
ふ
か
き
も
の
み
な
往
生
す
と
し
る
べ
し
と
也
。「
下
智
浅
才
之
類
振
臂
赴
浄
土
之
門
」
と
い
ふ
は
、
無
智
・
無
才
の
も
の
は
浄
土
門
に
お
も
む
く
べ
し
と
な
り
。
 
（
同
右
、
一
〇
九
〜
一
四
頁
。
以
上
、
傍
点
筆
者
）
と
し
て
、
道
俗
・
男
女
、「
よ
ろ
ず
の
物
」（
衆
生
）
を
、「
智
慧
も
な
く
、
精
進
の
身
に
も
あ
ら
」
ざ
る
「
鈍
根
懈
怠
の
者
」「
破
戒
無
戒
の
人
、
罪
業
深
き
者
」「
無
智
無
才
の
者
」
を
も
漏
ら
す
こ
と
な
く
、
普
く
等
し
く
往
生
せ
し
め
る
称
名
念
仏
の
一
行
と
そ
の
信
心
を
勧
め
広
め
た
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
、「
念
仏
の
一
門
を
弘
め
」「
称
名
の
一
行
を
勧
め
」
た
法
然
の
行
動
の
源
泉
で
あ
る
そ
の
「
思
想
」（
教
説
）
の
中
核
を
、
親
鸞
は
、『
選
択
集
』
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』に
云は
く。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
往
生
之
業
、
念
仏
為
本
。
文
又
曰
。
夫
速
欲
離
生
死
、
二
種
勝
法
中
、
且
閣
聖
道
門
、
選
入
浄
土
門
、
欲
入
浄
土
門
。
正
雑
二
行
中
、
且
抛
諸
雑
行
、
選
応
帰
正
行
。
欲
修
於
正
行
、
正
助
二
業
中
、
猶
傍
於
助
業
、
選
応
専
正
定
。
正
定
之
業
者
、
即
是
称
仏
名
、
称
名
必
得
生
、
依
仏
本
願
故
。
文
又
曰く
。
当
知
、
生
死
之
家
以
疑
為
所
止
、
涅
槃
之
城
、
以
信
為
能
入
。
文
　
 
（『
定
親
全
』）
三
和
文
篇
、
一
〇
六
〜
七
頁
）
の
三
文
で
抑
え
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
元
久
二
年
の
法
然
影
像
の
銘
文
と
さ
れ
た
『
礼
讃
』
の
文
は
、
そ
の
『
選
択
集
』
の
「
本
願
章
」
に
お
い
て
、
　
　
弥
陀
如
来
不
㆘
以テ
㆓
余
行ヲ
㆒
為
㆗
往
生ノ
本
願ト
㆖
、
唯
以テ
㆓
念
仏ヲ
㆒
為タ
マ
ヘ
ル
㆓　
往
生ノ
本
願ト
㆒
之
文
『
無
量
寿
経ノ
』
上ニ
云ク
、「
設ヒ
我
得タ
ラ
ム
ニ
㆑　
仏ヲ
、
十
方ノ
衆
生
、
至シ
㆑
心ヲ
信
楽シ
テ、
欲シ
テ㆑
生ゼ
ム
ト
㆓　
我ガ
国ニ
㆒
、
乃
至
十
念セ
ム
ニ、　
若シ　
不ト
イ
ハ
バ
㆑　
生ゼ
者
、
不ト
㆑
取ラ
㆓
正
覚ヲ
㆒
。」
7　（豅）
『
観
念
法
門ニ
』
引キ
テ㆓
上ノ
文ヲ
㆒
云ク
、「
若シ
我
成ラ
ム
ニ
㆑　
仏ニ
、
十
方ノ
衆
生
、
願ジ
テ㆑
生ゼ
ム
ト
㆓　
我ガ
国ニ
㆒
、
称ス
ル
コ
ト
㆓　
我ガ
名
号ヲ
㆒
下
至ラ
ム
ニ
㆓　
十
声ニ
㆒
、
乗リ
テ㆓
我ガ
願
力ニ
㆒
、
若シ
不ハ
㆑
生ゼ
者
不ト
㆑
取ラ
㆓
正
覚ヲ
㆒
。」
『
往
生
礼
讃ニ
』
引キ
テ㆓
同ジ
キ
　
上ノ
文ヲ
㆒
云ク
、「
若シ
我
成ラ
ム
ニ
㆑　
仏ニ
、
十
方ノ
衆
生
、
称ス
ル
コ
ト
㆓　
我ガ
名
号ヲ
㆒
下
至ル
マ
デ
㆓　
十
声ニ
㆒
、
若シ
不ハ
㆑
生ゼ
者
不ト
㆑
取ラ
㆓
正
覚ヲ
㆒
。
彼ノ
仏
今
現ニ
在シ
テ㆑
世ニ
成リ
タ
マ
ヘ
リ
㆑　
　
仏ニ
。
当ニ
㆑
知ル
、
本
誓
重
願
不
㆑
虚シ
カ
ラ、　
衆
生
称
念ス
レ
バ
　
必ズ
得ト
㆓
往
生ス
ル
コ
ト
ヲ
㆒
。」 
（『
浄
聖
全
』
一
、
一
二
六
六
頁
）
と
し
て
、『
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
大
経
』）
上
巻
・
第
十
八
願
の
文
と
、
善
導
『
観
念
法
門
』
の
文
と
共
に
、
い
わ
ゆ
る
「
本
願
加
減
の
文
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
　
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
『
礼
讃
』「
本
願
加
減
の
文
」
は
、
専
修
念
仏
を
勧
め
た
法
然
の
教
説
の
ま
さ
し
く
中
核
を
な
す
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
し
か
し
、
筆
者
は
本
稿
に
お
い
て
、
例
え
ば
同
じ
善
導
の
「
本
願
加
減
の
文
」
と
言
え
る
『
観
念
法
門
』
の
文
で
は
な
く
、
あ
え
て
こ
の
『
礼
讃
』
の
文
が
「
真
文
テ
テ
」
と
し
て
、
法
然
の
「
真
影
テ
テ
」
に
、
法
然
の
「
真
筆
テ
テ
」
で
記
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
、
親
鸞
に
お
い
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
そ
れ
が
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
た
か
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
、
と
い
う
観
点
か
ら
掘
り
下
げ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
　
「
本
願
章
」
に
挙
げ
ら
れ
る
三
文
の
中
の
前
二
文
と
こ
の
『
礼
讃
』
の
文
と
の
違
い
は
、『
礼
讃
』
の
文
が
因
願
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
半
部
分
「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
…
…
」
に
お
い
て
願
の
成
就
を
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
本
願
章
」
に
お
い
て
、「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
…
…
」
の
文
が
、『
大
経
』
下
巻
の
第
十
八
念
仏
往
生
の
願
成
就
の
文
等
と
同
様
に
本
願
の
成
就
を
語
る
証
文
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る）9
（
。
　
当
時
、
藤
原
隆
信
（
一
一
四
二
〜
一
二
〇
五
）・
信
実
（
一
一
七
六
頃
〜
一
二
六
六
以
降
）
父
子
ら
が
始
め
た
大
和
絵
肖
像
画
の
技
法
に
「
似にせ
え絵
」
が
あ
る
。
信
実
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
写
生
的
・
記
録
的
な
こ
の
技
法
は
、
特
に
面
貌
の
描
写
に
お
い
て
細
い
淡
墨
線
を
引
き
重
ね
て
目
鼻
を
精
密
に
表
現
し
、
対
象
の
個
性
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
尊
崇
や
礼
拝
の
た
め
の
理
想
化
の
加
え
ら
れ
た
シ
（豅）　8
肖
像
画
と
は
異
な
り
、
専
ら
対
象
と
す
る
人
物
に
似
せ
る
こ
と
に
こ
そ
「
似
絵
」
の
主
眼
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、「
似
絵
名
人
」
と
賞
さ
れ
た
隆
信
作
の
知
恩
院
蔵
「
往
生
要
集
披
講
の
御
影
（
隆
信
の
御
影）10
（
）」、
そ
の
子
信
実
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
空
阿
弥
陀
仏
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
同
じ
く
知
恩
院
蔵
「
信
実
の
御
影）11
（
」、
西
本
願
寺
所
蔵
の
親
鸞
影
像
（「
鏡
御
影
」）
も
そ
の
系
譜
に
連
な
る
と
い
う
。
　
愛
知
県
岡
崎
市
妙
源
寺
に
は
、
元
久
二
年
に
親
鸞
に
授
け
ら
れ
た
法
然
影
像
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
選
択
相
伝
の
御
影
」（
以
下
、
妙
源
寺
本
）
が
伝
来
し
て
お
り
、「
像
容
は
著
名
な
二
尊
院
の
足
曳
御
影
（
重
文
）、
金
戒
光
明
寺
の
鏡
の
御
影
（
重
文
）、
知
恩
院
の
隆
信
御
影
な
ど
と
同
様
に
、
墨
染
の
衣
に
墨
染
の
袈
裟
で
念
珠
を
持
ち
上
畳
に
座
し
て
称
名
念
仏
す
る
も
の
だ
が
、
よ
く
見
る
と
頭
髪
や
ひ
げ
が
延
び
て
お
り
、
な
に
よ
り
変
っ
て
い
る
の
は
草
履
が
無
造
作
に
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
た
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）12
（
」（
小
山
正
文
）
と
い
う
。
妙
源
寺
本
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
法
然
所
持
の
原
本
に
お
い
て
も
同
様
に
描
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
後
述
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
（『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』）
か
ら
考
え
て
、
法
然
自
身
の
意
向
を
反
映
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
黒
衣
の
念
仏
聖
と
し
て
、
数
珠
を
爪
繰
り
つ
つ
六
万
遍
乃
至
七
万
遍
の
口
称
念
仏
を
日
課
と
し
、
人
々
の
問
い
掛
け
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
「
た
ゞ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し）13
（
」（『
歎
異
抄
』）
と
説
き
続
け
た
在
り
し
日
の
法
然
の
尊
容
を
、
親
鸞
は
、
自
身
の
面
前
に
今
現
に
生
き
て
在まします
が
ご
と
く
日
々
仰
い
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
金
子
大
榮
は
銘
文
の
意
義
を
、
お
名
号
を
拝
み
、
真
影
を
礼
拝
す
る
に
つ
け
て
、
思
ひ
合
は
す
べ
き
言
葉
を
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
（『
尊
号
真
像
銘
文
講
話
・
上
』
一
二
頁
）
と
端
的
に
述
べ
て
い
る
。
　
法
然
の
尊
容
（「
真
影
」）
を
「
礼
拝
す
る
に
つ
け
て
、
思
ひ
合
は
す
べ
き
言
葉
」
が
「
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者
不
取
正
覚
彼
仏
今
現
在
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
法
然
の
肉
筆
（「
真
筆
」）
9　（豅）
で
記
さ
れ
た
こ
の
『
礼
讃
』
の
「
真
文
」
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は
法
然
か
ら
絶
え
ず
「
私
（
法
然
）
の
こ
の
姿
こ
そ
が
念
仏
往
生
の
本
願
の
成
就
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
私
こ
そ
が
彼
の
阿
弥
陀
仏
が
今
現
に
成
仏
し
て
在
す
こ
と
、
そ
の
本
願
が
虚
し
か
ら
ざ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
称
名
念
仏
の
衆
生
が
必
ず
往
生
を
得
る
こ
と
の
生
き
た
証
明
で
あ
る
こ
と
を
『
ま
さ
に
知
る
べ
し
』」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か）14
（
、
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
親
鸞
は
「
信
巻
」
に
『
涅
槃
経
』
の
「
信
不
具
足
」
の
文
、
復マタ
有リ
㆓
二
種
㆒　
一ニ
ハ
　
信ス
㆔
有ト
㆓
道
㆒　
二ニ
ハ
　
信ス
㆓
得
者ヲ
㆒　
是ノ
人ノ
信
心
唯
信シ
テ㆔
有ト
㆓
道
㆒
都スヘ
テ
　
不ラ
ム㆕
信セ
㆔
有リ
ト㆓
得
道
之
人
㆒　
是ヲ
名テ
為スト
イ
ヘ
リ
㆓　
信
不
具
足ト
㆒
 
（『
定
親
全
』
一
、
一
二
三
頁
）
を
引
い
て
い
る
が
、
親
鸞
に
と
っ
て
法
然
は
、「
道
あ
り
」
と
語
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
が
そ
の
道
を
歩
む
こ
と
を
通
し
て
道
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
そ
の
身
そ
の
生
き
様
を
も
っ
て
「
こ
こ
に
道
あ
り
。
汝
、
こ
の
道
を
歩
む
べ
し
」
と
発
遣
し
た
「
得
道
の
人
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
ま
た
、
自
身
の
影
像
に
法
然
自
ら
が
記
し
た
銘
文
が
法
然
自
身
の
存
在
意
義
を
は
か
ら
ず
も
言
い
当
て
て
い
る
と
す
る
筆
者
の
見
解
で
あ
る
が
、『
一
枚
起
請
文
梗
概
聞
書
』
に
は
法
然
在
世
中
の
次
の
よ
う
な
逸
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
同
巻
に
云
く
。
上
人
の
弟
子
。
勝
法
房
は
。
絵
を
か
く
仁
な
り
け
る
が
。
上
人
の
真
影
を
。
画
た
て
ま
つ
り
て
。
其
銘
を
所
望
し
け
る
に
。
上
人
こ
れ
を
見
給
ひ
て
。
鏡
二
面
を
左
右
の
手
に
も
ち
。
水
鏡
を
ま
へ
に
お
か
れ
て
。
頂
の
前
後
を
見
合
ら
れ
。
た
が
ふ
所
は
胡
粉
を
ぬ
り
て
。
な
を
し
つ
け
ら
れ
て
の
ち
。
こ
れ
こ
そ
似
た
れ
と
て
。
勝
法
房
に
た
ま
は
せ
け
り
。
銘
の
こ
と
は
返
答
に
お
よ
ば
ざ
り
け
る
を
。
勝
法
房
後
日
に
又
参
り
て
。
申
出
た
り
け
れ
は
。
上
人
の
御
ま
へ
に
侍
り
け
る
紙
に
。
　
我
本
因
地　
以
念
仏
心　
入
無
生
忍
　
今
於
此
界　
摂
念
仏
人　
帰
於
浄
土
（豅）　10
　
　
十
二
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
源
空
　
　
　
勝
法
御
房
と
か
き
て
。
授
ら
れ
け
れ
は
。
是
を
彼
真
影
に
押
て
帰
敬
し
け
り
。
こ
れ
は
首
楞
厳
経
の
。
勢
至
の
円
通
の
文
な
り
。
上
人
は
勢
テ
テ
テ
テ
至
の
応
現
た
り
と
い
ふ
こ
と
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
世
挙
て
こ
れ
を
称
す
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
し
か
る
に
お
ほ
く
の
文
の
中
に
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
勢
至
の
御
詞
を
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
自
讃
に
用
ら
れ
侍
る
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
ま
こ
と
に
奇
特
の
事
な
り
已上
同
巻
に
云
く
。
又
或
人
上
人
の
真
影
を
写
て
。
其
銘
を
申
け
る
に
も
。
こ
の
文
を
書
て
賜
け
り
。
彼
正
本
つ
た
は
り
て
。
今
に
あ
り
と
な
む
申
侍
る
已上 
（
傍
点
筆
者
、『
浄
宗
全
』
九
、
一
四
〇
頁
）
　
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
法
然
は
自
ら
修
正
を
加
え
る
ほ
ど
そ
の
影
像
に
写
実
性
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
臨
場
感
と
迫
真
性
を
求
め
、
自
ら
『
首
楞
厳
経
』
の
文
を
選
ん
で
銘
文
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
『
首
楞
厳
経
』
の
文
は
、
勝
法
房
に
授
け
ら
れ
た
も
の
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
影
像
に
銘
文
と
し
て
法
然
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
親
鸞
も
こ
れ
を
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
に
、
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
　
『
首
楞
厳
経に
』
言は
く。
勢
至
獲た
り㆓
念
仏
円
通を
㆒
…
…
我
本
因
地
、
以
念
仏
心
入
無
生
忍
、
今
於
此
界
、
摂
念
仏
人
帰
於
浄
土
。
已
上
略
出
　
「
勢
至
獲
念
仏
円
通
」
と
い
ふ
は
、
勢
至
菩
薩
念
仏
を
え
た
ま
ふ
と
ま
ふ
す
こ
と
な
り
。
獲
と
い
ふ
は
う
る
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
、
う
る
と
い
ふ
は
す
な
わ
ち
因
位
の
と
き
さ
と
り
を
う
る
と
い
ふ
。
念
仏
を
勢
至
菩
薩
さ
と
り
う
る
と
ま
ふ
す
な
り
。
…
…
か
る
が
ゆ
へ
に
勢
至
菩
薩
の
た
ま
は
く
、「
我
本
因
地
以
念
仏
心
入
無
生
忍
今
於
此
界
摂
念
仏
人
帰
於
浄
土
」
と
い
へ
り
。
我
本
因
地
と
い
ふ
は
、
わ
れ
も
と
因
地
に
し
て
と
い
へ
り
。
以
念
仏
心
と
い
ふ
は
念
仏
の
心
を
も
て
と
い
ふ
。
入
無
生
忍
と
い
ふ
は
無
生
忍
に
い
る
と
な
り
。
今
於
此
界
と
い
ふ
は
い
ま
こ
の
娑
婆
界
に
し
て
と
い
ふ
也
。
摂
念
仏
人
と
い
ふ
は
念
仏
の
人
を
摂
取
し
て
と
い
ふ
。
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帰
於
浄
土
と
い
ふ
は
念
仏
の
人
お
さ
め
と
り
て
、
浄
土
に
帰
せ
し
む
と
の
た
ま
へ
る
な
り
と
。
 
（『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
八
〇
〜
四
頁
）
と
取
り
上
げ
て
お
り
、『
浄
土
和
讃
』
に
お
い
て
は
、
同
じ
『
首
楞
厳
経
』
の
文
を
典
拠
と
し
て
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
を
制
作
し
、
結
語
に
「
以
上
大
勢
至
菩
薩　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也）15
（
」（
初
稿
本
）
と
記
し
て
い
る
。
　
こ
の
事
例
か
ら
見
て
、
親
鸞
が
真
影
の
銘
文
を
「
自
身
が
『
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
を
得
た
人
』、
す
な
わ
ち
『
彼
の
仏
、
今
現
に
在
し
て
成
仏
し
た
ま
え
る
』
こ
と
の
証
明
・
証
人
で
あ
る
と
の
法
然
自
ら
に
よ
る
宣
言
」
と
了
解
し
た
、
と
す
る
筆
者
の
推
論
も
強
ち
荒
唐
無
稽
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
二　
本
願
成
就
の
機
と
し
て
の
法
然
─
「
世
」
の
字
の
欠
落
に
つ
い
て
─
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
法
然
は
『
選
択
集
』「
本
願
章
」
に
『
礼
讃
』「
本
願
加
減
の
文
」
を
引
い
て
い
る
。
　
「
元
久
元
年
﹇
筆
者
注
・
一
二
〇
四
﹈
十
一
月
廿
八
日
書
写
了
」
の
奥
書
を
持
つ
『
選
択
集
』
奈
良
県
葛
城
市
當
麻
寺
奥
院
蔵
本
（
以
下
、
往
生
院
本
）
で
は
こ
の
文
が
、
『
往
生
礼
讃ニ
』
引キ
テ㆓
同ジ
キ
　
上ノ
文ヲ
㆒
云ク
、「
若シ
我
成ラ
ム
ニ
㆑　
仏ニ
、
十
方ノ
衆
生
、
称ス
ル
コ
ト
㆓　
我ガ
名
号ヲ
㆒
下
至ル
マ
デ
㆓　
十
声ニ
㆒
、
若シ
不ハ
㆑
生ゼ
者
不ト
㆑
取ラ
㆓
正
覚ヲ
㆒
。
彼ノ
仏
今
現ニ
在シ
テ㆑
世ニ
成リ
タ
マ
ヘ
リ
㆑　
　
仏ニ
。
当ニ
㆑
知ル
、
本
誓
重
願
不
㆑
虚シ
カ
ラ、　
衆
生
称
念ス
レ
バ
　
必ズ
得ト
㆓
往
生ス
ル
コ
ト
ヲ
㆒
。」 
（『
浄
聖
全
』
一
、
一
二
六
六
頁
）
と
引
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
親
鸞
は
、『
観
無
量
寿
経
註
』（
以
下
、『
観
経
註
』）、「
行
巻
」、『
指
南
抄
』
等
に
お
い
て
こ
れ
を
又
如シ
㆓
『
無
量
寿
経ニ
』
云カ
㆒　
若シ
我
成
仏セ
ム
ニ
　
十
方ノ
衆
生　
称セ
ム㆓
我
名
号
㆒　
下
至マ
テ㆓
十
声ニ
㆒　
若シ
不ス
㆓
生レ
㆒
者ハ　
不シト
㆔
取
㆓
正
覚ヲ
㆒　
彼ノ
仏
今マ
現ニ
在マシ
〳
〵
テ
成
仏シ
タ
マ
ヘ
リ
　
　
当ニ
㆓
知ル
㆒　
本
誓
重
願
不ス
㆓
虚カ
ラ㆒　
衆
生
称
念ス
レ
ハ
　
必
得ウト
㆓
往
生ヲ
㆒ 
（「
行
巻
」
所
引
、『
定
親
全
』
一
、
四
五
頁
）
と
引
い
て
い
る
。
シ
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こ
れ
ら
の
『
礼
讃
』
の
文
に
は
二
つ
の
注
目
す
べ
き
相
違
点
が
あ
る
。
　
第
一
は
、「
本
願
章
」
の
引
文
で
は
後
半
の
成
就
文
部
分
に
「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
」（
彼
の
仏
、
今
現
に
世
に
テ
テ
在
し
て
仏
に
成
り
た
ま
え
り
）
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
親
鸞
の
引
文
で
は
「
彼
仏
今
現
在
成
仏
」（
彼
の
仏
、
今
現
に
在
し
て
成
仏
し
た
ま
え
り
）
と
、「
世
」
の
字
が
欠
落
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
親
鸞
が
「
彼
仏
今
現
在
成
仏
」
の
文
の
み
を
引
用
す
る
際
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
　
第
二
は
こ
れ
も
後
半
成
就
文
部
分
の
「
必
得
往
生
」
の
訓
読
で
あ
り
、
前
者
が
「
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
得
」
と
訓
む
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
必
ず
往
生
を
テ
テ
テ
得
」
と
訓
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
　
「
世
」
の
字
の
欠
落
に
つ
い
て
親
鸞
の
玄
孫
存
覚
は
「
大
祖
（
法
然
）
の
見
た
本
に
『
世
』
の
字
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る）16
（
」
と
し
て
い
る
が
、
現
存
史
料
か
ら
見
て
こ
れ
は
当
た
ら
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
　
『
選
択
集
』
は
現
在
、
冒
頭
の
題
号
及
び
標
挙
の
文
「
選
択
本
願
念
仏
集
／
南
無
阿
弥
陀
仏　
往
生
之
業
・
念
仏
為
先
」
の
二
十
一
文
字
が
法
然
の
真
筆
と
見
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
草
稿
本
の
様
態
を
示
す
京
都
市
廬
山
寺
蔵
本
（
以
下
、
廬
山
寺
本
）、
全
編
に
訓
点
が
施
さ
れ
て
定
稿
本
の
体
裁
を
備
え
、
法
然
自
身
の
閲
覧
を
得
た
可
能
性
も
あ
る
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
書
写
の
往
生
院
本
、
巻
末
の
朱
筆
奥
書
等
に
拠
れ
ば
、
京
都
市
高
山
寺
が
所
蔵
し
て
い
た
鎌
倉
中
期
を
下
ら
な
い
『
選
択
集
』
古
写
本
に
、「
承
元
二
年
﹇
筆
者
注
・
一
二
〇
八
﹈
二
月
、
佐
法
印
が
大
谷
上
人
﹇
筆
者
注
・
法
然
﹈
よ
り
賜
」
っ
た
「
大
谷
寺
念
仏
会
の
本
」、「
大
谷
上
人
自
筆
の
本
」
を
「
草
本
」（
底
本
）
と
し
て
書
写
さ
れ
た
本
─
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
は
標
挙
の
文
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏　
往
生
之
業
・
念
仏
為
先テ
」
で
は
な
く
「
念
仏
為
本テ
」
と
あ
っ
た
─
に
拠
っ
て
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
慧
友
が
朱
筆
の
注
記
を
加
え
た
と
さ
れ
る
大
谷
大
学
蔵
禿
庵
文
庫
本）17
（
、
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
開
版
の
現
存
最
古
の
『
選
択
集
』
刊
本
に
訓
点
を
施
し
た
京
都
市
法
然
院
蔵
延
応
版
本
と
い
っ
た
当
時
の
諸
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
本
の
当
該
箇
所
は
い
ず
れ
も
「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、「
親
鸞
加
点
本
」
と
伝
え
ら
れ
専
修
寺
に
伝
来
し
て
き
た
版
本
『
善
導
大
師
五
部
九
巻）18
（
』
の
『
礼
讃
』
の
文
も
「
彼
仏
今
現
在
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世
成
仏
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
前
掲
の
妙
源
寺
蔵
「
選
択
相
伝
の
御
影
」
の
銘
文
は
廬
山
寺
本
『
選
択
集
』
に
見
ら
れ
る
法
然
の
筆
跡
の
特
徴
を
よ
く
現
し
て
お
り
、
法
然
真
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る）19
（
が
、
 
南
無
阿
弥
陀
仏
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者
不
取
正
覚
彼
仏
今
現
在
※
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
文 
（
傍
線
・
※
印
筆
者
）
と
あ
り
、「
世
」
の
字
が
な
く
、「
称
我
」
が
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
　
小
山
正
文
は
「
世
」
の
字
は
「
偶
然
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
」
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
「
あ
ま
り
神
経
質
で
は
な
い
法
然
の
大
ら
か
さ
が
う
か
が
え
」
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
る
と
し
て
い
る）20
（
。
　
福
岡
県
久
留
米
市
善
導
寺
に
は
妙
源
寺
本
と
同
じ
構
図
、
同
じ
『
礼
讃
』
の
文
を
銘
に
持
つ
法
然
影
像
（
以
下
、
善
導
寺
本
）
が
伝
来
し
て
い
る
。
善
導
寺
本
は
絵
絹
の
裏
に
「
元
久
二
年
二
月
十
三
日
」
の
墨
書
銘
を
有
し
て
お
り
、
親
鸞
に
授
与
し
た
影
像
に
法
然
が
銘
を
記
し
た
元
久
二
年
閏
七
月
二
十
九
日
に
先
行
す
る
こ
と
等
か
ら
、
小
山
は
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
同
じ
寿
像
か
ら
模
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る）21
（
が
、
善
導
寺
本
を
調
査
し
た
安
藤
章
仁
に
よ
れ
ば
、
善
導
寺
本
に
は
「
称
我
」
の
重
複
は
な
く
、「
世
」
の
字
も
存
在
す
る
と
い
う）22
（
。
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以
上
の
点
か
ら
見
て
、
た
と
え
発
端
が
法
然
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
親
鸞
は
「
称
我
」
の
重
複
は
継
承
し
て
お
ら
ず
、「
世
」
の
字
の
な
い
『
礼
讃
』
の
、
そ
れ
も
「
彼
仏
今
現
在
成
仏
」
の
文
に
む
し
ろ
積
極
的
な
意
味
を
見
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
で
は
、「
世
」
の
字
の
あ
る
「
本
願
加
減
の
文
」
は
ど
の
よ
う
に
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
拾
遺
語
灯
録
』「
二
、
示
或
人
詞
」
は
次
の
よ
う
な
法
然
の
法
語
を
記
し
て
い
る
。
一
、
善
導
和
尚
の
『
往
生
礼
讃
』
に
、
本
願
を
ひ
き
て
い
は
く
、「
若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
称
我
名
号
、
下
至
十
声
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
。
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
、
当
知
、
本
誓
重
願
不
虚
、
衆
生
称
念
必
得
往
生
。」
文　
こ
の
文
を
つ
ね
に
、
く
ち
に
も
と
な
へ
、
心
に
も
う
か
べ
、
眼
に
も
あ
て
ゝ
、
弥
陀
の
本
願
を
決
定
成
就
し
て
、
極
楽
世
界
を
荘
厳
し
た
て
ゝ
、
御
眼
を
見
ま
は
し
て
、
わ
が
名
を
と
な
ふ
る
人
や
あ
る
と
御
ら
ん
じ
、
御
み
ゝ
を
か
た
ぶ
け
て
、
わ
が
名
を
称
す
る
物
や
あ
る
と
、
よ
る
・
ひ
る
き
こ
し
め
さ
る
也
。
さ
れ
ば
一
称
も
一
念
も
、
阿
弥
陀
に
し
ら
れ
ま
い
ら
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
さ
れ
ば
摂
取
の
光
明
は
わ
が
身
を
す
て
給
ふ
事
な
く
、
臨
終
の
来
迎
は
む
な
し
き
事
な
き
也
。
こ
の
文
は
四
十
八
願
の
ま
な
こ
也
、
肝
也
、
神
也
。
四
十
八
字
に
む
す
び
た
る
事
は
、
こ
の
ゆ
へ
也
。 
（『
真
聖
全
』
四
、
七
二
七
〜
八
頁
）
　
こ
の
法
語
か
ら
、
法
然
が
こ
の
文
が
四
十
八
文
字
（「
世
」
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
に
意
味
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
」
に
対
す
る
「
弥
陀
の
本
願
を
決
定
成
就
し
て
、
極
楽
世
界
を
荘
厳
し
た
て
て
、
御
眼
を
見
ま
わ
し
て
…
…
御
耳
を
か
た
む
け
て
…
…
」
と
の
解
説
か
ら
見
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
が
今
現
に
在
す
「
世
」
と
は
西
方
極
楽
世
界
テ
テ
テ
テ
テ
テ
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
『
礼
讃
』
原
文
に
お
い
て
こ
の
文
は
、『
十
往
生
経
』『
観
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
観
経
』）『
阿
弥
陀
経
』
等
と
共
に
、
阿
弥
陀
仏
を
称
念
・
礼
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
世
に
獲
る
功
徳
利
益
と
し
て
の
滅
罪
・
現
生
護
念
・
摂
生
等
を
語
る
文
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、
「
今
現
在
世
成
仏
」
の
阿
弥
陀
仏
は
極
楽
世
界
か
ら
衆
生
の
称
念
を
見
聞
き
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
臨
終
に
来
迎
を
も
っ
て
摂
取
し
た
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ま
う
「
摂
生
増
上
縁
」
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、「
世
」
の
字
を
欠
い
た
親
鸞
の
引
文
に
お
い
て
は
、「
彼
の
仏
、
今
現
に
在
し
て
成
仏
し
た
ま
え
る
」
こ
と
が
何
に
よ
っ
て
「
ま
さ
に
知
」
ら
れ
る
の
か
と
言
え
ば
、
本
願
を
信
じ
念
仏
し
て
必
ず
往
生
を
得
た
衆
生
の
存
在
に
お
い
て
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
彼
仏
今
現
在
成
仏
」「
本
誓
重
願
不
虚
」
で
あ
り
、「
彼
仏
今
現
在
成
仏
」「
本
誓
重
願
不
虚
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
衆
生
称
念
必
得
往
生
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
親
鸞
は
、「
真
仏
土
巻
」
冒
頭
の
御
自
釈
（「
直
釈
」）
謹テ
案レ
㆓
真
仏
土ヲ
㆒
者ハ　
仏
者ハ
則
是
不
可
思
議
光
如
来ナ
リ
　
土
者ハ
亦
是
無
量
光
明
土
也
、
然レ
ハ
　
則チ
酬シユ
㆓
報ス
ル
カ
　
大
悲ノ
誓
願ニ
㆒
故ニ　
曰フ
ナ
リ
㆓　
真ノ
報
仏
土ト
㆒　
既テ
ニ
　
而シテ
有イマ
ス㆓
願
㆒　
即
光
明
寿
命
之
願
是
也
、 
（『
定
親
全
』
一
、
二
二
七
頁
）
に
お
い
て
「
真
仏
」、
す
な
わ
ち
不
可
思
議
光
如
来
の
仏
身
は
大
悲
の
誓
願
で
あ
る
第
十
二
光
明
無
量
・
第
十
三
寿
命
無
量
の
願
に
酬
報
し
て
成
就
す
る
と
抑
え
て
い
る
。
　
し
か
し
「
結
釈
・
真
仮
対
弁
」
に
お
い
て
は
、
由テテ㆓
選
択
本
願
之
正
テ
テ
テ
テ
テ
テ
因テニ㆒
成
㆓
就セ
リ
　
真
仏
土ヲ
㆒　
言
㆓
真
仏ト
㆒
者ハ
『
大
経ニ
ハ』
言ヘ
リ㆓
無
辺
光
仏
無
碍
光
仏ト
㆒　
又
言ヘ
リ㆓
諸
仏
中
之
王
也
光
明
中
之
極
尊
也ト
㆒
已上　
『
論テニ
ハ』
曰テヘ
ル
　
㆓
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
来テト㆒
也
、 
（
傍
点
筆
者
、『
定
親
全
』
一
、
二
六
五
頁
）
と
し
て
「
選
択
本
願
テ
テ
テ
テ
の
正
因
に
由
っ
て
」「
真
仏
」
が
成
就
す
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
『
浄
土
論
』
に
拠
っ
て
、
衆
生
の
信
心
を
表
す
「
帰
命
テ
テ
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
の
語
を
も
っ
て
「
真
仏
」
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
親
鸞
真
蹟
の
「
か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
わ
れ
た
る
事
」
の
書
簡
（
東
本
願
寺
蔵
）、
及
び
『
末
灯
鈔
』
第
二
通
・『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』
第
一
通
に
は
、
第
十
八
の
本
願
成
就
の
ゆ
へ
に
阿
弥
陀
如
来
と
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
、
不
可
思
議
の
利
益
き
わ
ま
り
ま
し
ま
さ
ぬ
御
か
た
ち
を
、
天
（豅）　16
親
菩
薩
は
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
あ
ら
わ
し
た
ま
へ
り
。
…
…
真
実
の
信
心
を
え
た
る
人
は
、
摂
取
の
ひ
か
り
に
お
さ
め
と
ら
れ
ま
い
ら
せ
た
り
、
と
た
し
か
に
あ
ら
わ
せ
り
。 
（
傍
点
筆
者
、『
定
親
全
』
三
書
簡
篇
、
四
〜
五
頁
）
と
の
文
が
あ
り
、
こ
れ
も
「
第
十
二
の
光
明
無
量
の
願
成
就
」
あ
る
い
は
「
第
三
十
三
の
触
光
柔
軟
・
摂
取
不
捨
の
願
成
就
の
ゆ
え
に
」
で
は
な
く
、「
第
十
八
の
本
願
﹇
筆
者
注
・
信
心
の
願
﹈
成
就
の
ゆ
え
に
、
阿
弥
陀
如
来
と
な
ら
せ
た
ま
」
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
娑
婆
世
界
テ
テ
テ
テ
の
衆
生
の
一
心
帰
命
の
信
、
本
願
成
就
の
信
心
に
お
い
て
阿
弥
陀
如
来
は
今
現
に
仏
と
成
っ
て
実
在
す
る
の
で
あ
り
、
法
然
が
臨
終
の
摂
取
に
お
い
て
語
っ
た
本
願
の
成
就
を
、
親
鸞
は
現
生
の
信
心
獲
得
に
お
い
て
語
っ
た
の
で
あ
る
。
　
法
然
の
「
真テ
影
」
に
そ
の
「
真テ
筆
」
に
よ
っ
て
「
世
」
の
字
を
抜
い
た
『
礼
讃
』
の
「
真テ
文
」
が
記
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、
親
鸞
は
、「
阿
弥
陀
仏
が
今
現
に
成
仏
し
て
在
す
」
こ
と
、
そ
の
「
本
誓
重
願
の
虚
し
か
ら
ざ
る
」
こ
と
を
証
明
す
る
本
願
成
就
の
機
、
す
な
わ
ち
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
を
得
た
衆
生
と
は
ま
さ
し
く
法
然
そ
の
人
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
他
な
ら
ぬ
法
然
自
身
に
よ
っ
て
「
ま
さ
に
知
る
べ
し
」
と
宣
命
さ
れ
て
い
る
、
と
受
け
止
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
法
然
の
具
体
的
行
実
の
持
つ
「
意
味
」
を
親
鸞
は
「
得
往
生
」
の
訓
み
に
託
し
て
い
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
三  
「
得
往
生
」
の
人
と
し
て
の
法
然
─
「
必
得
往
生
」
の
訓
み
を
通
し
て
─
　
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
法
然
と
親
鸞
と
で
は
『
礼
讃
』
の
文
の
「
必
得
往
生
」
の
訓
み
方
に
相
違
が
あ
る
。
こ
の
「
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
得
」（
法
然
）
と
「
必
ず
往
生
を
得
」（
親
鸞
）
と
の
違
い
に
、
筆
者
は
両
者
に
お
け
る
「
往
生
」
理
解
、
ひ
い
て
は
本
願
理
解
の
相
違
を
読
み
取
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
『
大
経
』
下
巻
・
第
十
八
願
成
就
の
文
を
、『
選
択
集
』「
本
願
章
」（
往
生
院
本
）
で
法
然
は
、
即チ
念
仏
往
生ノ
願
成
就ノ
文ニ
云フ
㆘
「
諸ノ
有リ
テ㆓
衆
生
㆒
、
聞キ
テ㆓
其ノ
名
号ヲ
㆒
信
心
歓
喜シ
テ、　
乃
至
一
念
至シ
テ㆑
心ヲ
回
向シ
テ
　
願ズ
レ
バ
㆑　
生ゼ
ム
ト
㆓　
彼ノ
国ニ
㆒
、
即チ
得テ
㆓
往
生ヲ
㆒　
17　（豅）
住ス
ト㆗
不
退
転ニ
㆖
」
是
也
。 
（『
浄
聖
全
』
一
、
一
二
七
三
頁
）
と
訓
ん
で
「
念
仏
往
生
の
願
テ
テ
テ
テ
テ
テ
成
就
の
文
」
と
抑
え
、「
念
声
は
是
一
な
り）23
（
」
と
し
て
「
一
念
」
を
一
声
の
念
仏
で
あ
る
と
了
解
し
て
い
る
。
　
「
即
得
往
生
」
の
訓
読
は
「
即
ち
往
生
を
テ
テ
テ
得え
」
で
あ
り
、『
礼
讃
』
の
「
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
得
」（
往
生
院
本
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
法
然
は
、
上
は
念
仏
申
さ
ん
と
思
ひ
は
し
め
た
ら
ん
よ
り
、
い
の
ち
お
は
る
ま
て
も
申
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
也
。
中
は
七
日
一
日
も
申
し
、
下
は
十
声
一
声
ま
て
も
弥
陀
の
願
力
な
れ
は
、
必
ず
往
生
す
へ
し
と
信
し
て
、
い
く
ら
程
こ
そ
さ
た
め
す
、
一
念
ま
て
も
定
め
て
往
生
す
と
思
ひ
て
退テ
転
な
く
い
の
ち
お
は
ら
ん
ま
て
申
す
へ
き
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
也
。 
（
傍
点
筆
者
、『
浄
土
宗
略
抄
』、『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
五
九
六
頁
）
と
臨
終
の
一
念
一
声
ま
で
の
称
名
を
勧
め
て
お
り
、
法
然
に
お
い
て
「
乃
至
一
念
…
…
即
得
往
生
」
と
は
、
臨
終
の
一
声
に
至
る
ま
で
心
を
至
し
て
念
仏
を
行
ず
れ
ば
、
念
仏
は
本
願
の
行
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
た
と
ひ
別
に
回
向
を
用
ひ
ざ
れ
ど
も
、
自
然
に
往
生
の
業
と
成
）
24
（
」（「
二
行
章
」）
り
、
命
終
の
時
、
即
時
に
来
迎
に
あ
ず
か
っ
て
「
不
退
の
浄
土）25
（
」（『
指
南
抄
』）「
安
楽
不
退
の
国）26
（
」（『
漢
語
灯
録
』）
に
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
、「
念
仏
往
生
の
願
成
就
」
は
ま
さ
に
来
迎
を
得
た
臨
終
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
親
鸞
は
、
第
十
八
願
成
就
の
文
を
「
本
願
成
就
の
文
」
と
し
て
、
本
願
成
就ノ
文　
『
経ニ
』
言ク　
諸アラ
ユ
ル有
衆
生　
聞テ
㆓
其ノ
名
号ヲ
㆒
信
心
歓　
喜セ
ム
コ
ト
　
　
乃
至
一
念セ
ム
　
至
心ニ
回
向セ
シ
メ
タ
マ
ヘ
リ
　
　
　
　
願セ
ハ㆔
生ト
㆓
彼
国ニ
㆒　
即
得エ
㆓
往
生ヲ
㆒　
住セ
ム㆓
不
退
転ニ
㆒　
唯
除ク
ト㆓
五
逆ト
誹
謗
正
法ト
オ
ハ
㆒　
已上 
（「
信
巻
」
所
引
、『
定
親
全
』
一
、
九
七
〜
八
頁
）
と
訓
ん
で
お
り
、「
信
巻
」「
信
楽
釈
」
の
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文）27
（
」、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』（
広
本
）
の
「
称
名
信
楽
の
悲
願
成
就
の
文）28
（
」
の
呼
称
か
ら
、「
本
願
」＝「
信
心
（
信
楽
）
の
願
」
と
了
解
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
親
鸞
は
成
就
文
の
「
一
念
」
を
、
異
訳
の
『
無
量
寿
如
来
会
』（
以
下
、『
如
来
会
』）
に
拠
っ
て
「
一
念
の
浄
信）29
（
」（「
信
巻
」
所
引
）
す
な
わ
ち
「
信
の
一
念
」
と
了
解
し
、「
一
念
」
を
「
信
楽
開
発
の
時
剋
の
極
促）30
（
」（「
信
巻
」「
信
一
念
釈
」）「
信
心
を
う
る
と
き
の
き
わ
ま
（豅）　18
り
）
31
（
」（『
一
念
多
念
文
意
』）
を
顕
す
言
葉
と
読
み
、「
即
得
往
生
」
を
『
一
念
多
念
文
意
』『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
「
即
得
往
生
」
と
い
ふ
は
、
即
は
、
す
な
わ
ち
と
い
ふ
、
と
き
を
へ
ず
日
お
も
へ
だ
て
ぬ
な
り
。
ま
た
、
即
は
つ
く
と
い
ふ
、
そ
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
り
つ
く
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
得
は
、
う
べ
き
こ
と
を
え
た
り
と
い
ふ
、
真
実
信
心
を
う
れ
ば
、
す
な
わ
ち
無
碍
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
摂
取
し
て
、
す
て
た
ま
は
ざ
る
な
り
。
摂
は
お
さ
め
た
ま
ふ
、
取
は
む
か
へ
と
る
と
ま
ふ
す
な
り
。
お
さ
め
と
り
た
ま
ふ
と
き
、
す
な
わ
ち
、
と
き
日
お
も
へ
だ
て
ず
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
つ
き
さ
だ
ま
る
を
、
往
生
を
う
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り
。 
（『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
二
七
〜
八
頁
）
即
得
往
生
は
、
信
心
を
う
れ
ば
す
な
わ
ち
往
生
す
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
と
い
ふ
、
す
な
わ
ち
往
生
す
と
い
ふ
は
不
退
転
に
住
す
る
を
い
ふ
、
不
退
転
に
住
す
と
い
ふ
は
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
と
の
た
ま
ふ
御
の
り
な
り
、
こ
れ
を
即
得
往
生
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
即
は
、
す
な
わ
ち
と
い
ふ
、
す
な
わ
ち
と
い
ふ
は
と
き
を
へ
ず
日
を
へ
だ
て
ぬ
を
い
ふ
な
り
。 
（
傍
点
筆
者
、
同
右
、
一
六
一
頁
）
と
解
説
し
、「
即
得
往
生
」
は
信
心
獲
得
の
時
の
こ
と
、「
信
の
一
念
」
発
起
の
そ
の
時
即
時
に
正
定
聚
・
不
退
転
の
位
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
「
本
願
成
就
の
文
」
理
解
に
基
づ
き
、
親
鸞
は
善
導
『
観
無
量
寿
経
疏
』（
以
下
、『
観
経
疏
』）「
玄
義
分
」
の
「
六
字
釈
」
又
云　
言
㆓
南
無ト
㆒
者ハ
即
是
帰
命ナ
リ
　
亦
是
発
願
回
向
之
義ナ
リ
　
言
㆓
阿
弥
陀
阿
仏ト
㆒
者ハ
即
是
其
行ナ
リ
　
以ノ
㆓
斯ノ
義ヲ
㆒
故ニ
必
得ウト
㆓
往
生ヲ
㆒
 
（「
行
巻
」
所
引
、『
定
親
全
』
一
、
四
七
頁
）
の
「
必
得
往
生
」（
引
文
の
訓
み
は
こ
れ
も
「
必
ず
往
生
を
テ
テ
テ
得
」）
を
、「
行
巻
」
の
「
名
号
釈
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。
言
㆓
必
得
往
生ト
㆒
者
彰アラ
ハ
ス
㆕　
獲ウル
コ
ト
ヲ
㆔　
至コ
ト
ヲ
㆓　
不
退ノ
位ニ
㆒
也
、『
経ニ
ハ』
言ヘ
リ㆓
即
得ト
㆒　
『
釈ニ
ハ』
云ヘ
リ㆓
必
定ト
㆒　
即ノ
言ハ
由テ
㆔
聞ニ
㆓
願
力ヲ
㆒
光
㆘
闡セ
ル
　
報
土ノ
真
因
決
定ス
ル
　
時
剋
之
極
促ソク
ヲ㆖
也
、
必
言
審
也
然
也
分
極
也
 
金
剛
心
成
就
之
貌カヲ
ハ
セ
　
也 
（『
定
親
全
』
一
、
四
八
〜
九
頁
）
　
こ
の
「
名
号
釈
」
の
「
願
力
を
聞
く
に
由
っ
て
報
土
の
真
因
決
定
す
る
」
の
文
は
、
従
来
、
聞
名
の
信
心
に
よ
っ
て
報
土
往
生
（
命
19　（豅）
終
後
の
往
生
）
の
因
が
決
定
す
る
こ
と
と
了
解
さ
れ
、
報
土
往
生
は
あ
く
ま
で
命
終
後
で
あ
り
、
現
生
の
信
心
を
報
土
往
生
の
因
、
命
終
時
の
報
土
を
果
、
因
で
あ
る
信
心
と
果
で
あ
る
往
生
（
報
土
）
と
は
異
時
テ
テ
の
こ
と
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
て
い
る）32
（
。
　
し
か
し
因
果
と
は
必
ず
し
も
「
異
時
」
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
因
果
が
「
同
時
」
に
成
立
す
る
場
合
も
あ
る
。
　
親
鸞
は
真
の
報
土
に
つ
い
て
「
真
仏
土
巻
」「
結
釈
・
真
仮
対
弁
」
に
お
い
て
、
言
㆓
真
土ト
㆒
者ハ　
『
大
経ニ
ハ』
言ヘ
リ㆓
無
量
光
明
土ト
㆒　
或ハ
言ヘ
リ㆓
諸
智
土ト
㆒
已上　
『
論ニ
ハ』
曰フ
㆘
究
竟シ
テ
　
如シ
㆓
虚
空ノ
㆒
広
大シ
テ
　
無シ
㆓
辺
際ト
㆒
㆖
也
、
 
（『
定
親
全
』
一
、
二
六
五
頁
）
と
し
て
、
ま
ず
仏
所
証
の
無
上
涅
槃
、
不
住
生
死
・
不
住
涅
槃
の
無
住
処
涅
槃
の
「
さ
と
り
を
ひ
ら
く
さ
か
い
（
界）33
（
）」（『
唯
信
鈔
文
意
』）
と
し
て
の
「
無
量
光
明
土）34
（
」（『
平
等
覚
経
』）「
諸
智
土
」（『
如
来
会
』）
を
説
く
と
同
時
に
「
究
竟
如
虚
空
・
広
大
無
辺
際
」
と
い
う
浄
土
の
量
功
徳
を
語
る
『
浄
土
論
』
の
教
言
を
も
っ
て
抑
え
て
い
る
。
　
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』（
以
下
、『
論
註
』）
上
巻
に
は
、
成
就ト
者
、
言フ
コ
コ
ロ
ハ
　
　
十
方
衆
生ノ
往
生セ
ム
　
者
、
若シ
ハ
　
已ニ
生ジ
、
若シ
ハ
　
今ニ
生ジ
、
若シ
ハ
　
当ニ
㆑
生ズ
、
雖モ
㆓
無
量
無
辺ナ
リ
ト
㆒　
畢
竟ジ
テ
　
常ニ
如ク
㆓
虚
空ノ
㆒
、
広
大ニ
シ
テ
　
無
際ニ
シ
テ、　
終ニ
無カ
ラ
ム
㆓　
満ツ
時
㆒
。
是ノ
故ニ
言ヘ
リ㆓
「
究
竟
如
虚
空
、
広
大
無
辺
際ト
」
㆒
。 
（『
浄
聖
全
』
一
、
四
五
八
頁
）
と
あ
り
、『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏ノ
初
会ノ
衆ハ　
声
聞
・
菩
薩ノ
数
無
量ナ
リ
神
通
巧
妙ニ
シ
テ
　
不
㆑
能ハ
㆑
算カゾ
ウ
ル
コ
ト
　
是ノ
故ニ
稽
㆓
首シ
タ
テ
マ
ツ
ル
　
　
　
広
大
会ヲ
㆒ 
（『
浄
聖
全
』
一
、
五
三
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
量
功
徳
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
無
数
の
会
衆
を
受
け
入
れ
得
る
こ
と
を
「
ほ
と
り
き
わ
な
き
こ
と
虚
空
の
ご
と
し
、
ひ
ろ
く
お
ほ
き
な
る
こ
と
虚
空
の
ご
と
し
と
た
と
へ）35
（
」（『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
曇
鸞
が
『
論
註
』
本
文
に
お
い
て
、
キ
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入リ
㆓
浄
土ニ
㆒
已レ
バ、
便チ
入ル
ナ
リ
㆓　
如
来ノ
大
会
衆ノ
数ニ
㆒
。 
（『
浄
聖
全
』
一
、
五
二
四
頁
）
と
し
て
、
浄
土
に
生
ま
れ
た
後
に
得
る
と
し
た
─
無
数
の
大
会
衆
に
加
わ
る
─
利
益
を
、
親
鸞
は
「
正
信
偈
」
に
お
い
て
、
帰
㆓
入ス
レ
ハ
　
功
徳
大
宝
海ニ
㆒　
必
獲ウ
㆔
入
㆓
大
会
衆ノ
数ニ
㆒
得ウレ
ハ㆔
至コ
ト
ヲ
㆓　
蓮
華
蔵
世
界ニ
㆒　
即
証セ
シ
ム
ト
㆓　
真
如
法
性ノ
身ヲ
㆒ 
（『
定
親
全
』
一
、
八
八
頁
）
と
し
て
、「
よ
く
本
願
力
を
信
楽
す
る
人
は
す
み
や
か
に
と
く
功
徳
の
大
宝
海
を
信
ず
る
人
の
そ
の
み
に
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
満
足
せ
し
む
る
也）36
（
」（『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
））
と
説
か
れ
る
不
虚
作
住
持
功
徳
と
共
に
、
信
心
獲
得
の
人
が
現
生
に
お
い
て
受
け
る
利
益
と
抑
え
て
い
る
。
　
「
正
信
偈
」
の
こ
の
記
述
か
ら
、
親
鸞
に
お
い
て
は
「
真
土
」
─
真
実
報
土
─
の
功
徳
、
な
か
ん
ず
く
量
功
徳
が
、
現
生
に
お
い
て
獲
ら
れ
る
も
の
と
了
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
同
じ
「
真
仏
土
巻
」「
結
釈
・
真
仮
対
弁
」
に
お
い
て
「
往
生
」、
す
な
わ
ち
「
難
思
議
往
生
」（
善
導
『
法
事
讃
』）
を
抑
え
る
際
に
親
鸞
は
、
言
㆓
往
生ト
㆒
者ハ　
『
大
経ニ
ハ』
言ヘ
リ㆓
皆
受
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
㆒
已上　
『
論ニ
ハ』
曰ヘ
リ㆓
如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生ト
㆒　
又ハ
云ヘ
リ㆓
同
一
念
仏シ
テ
　
無
別ノ
道
故ト
㆒
已上　
又
云ヘ
ル㆓
難
思
議
往
生ト
㆒
是
也
、 
（『
定
親
全
』
一
、
二
六
五
〜
六
頁
）
と
し
て
、「
虚
無
之
身
無
極
体
」
に
「
こ
む
し
し
ん
（
虚
無
之
身
）
と
い
ふ
は
き
は
（
極
）
も
な
（
無
）
き
ほ
ふ
し
ん
（
法
身
）
の
た
い
（
体
）
な
り
」（
初
稿
本
『
浄
土
和
讃
』）、「
ほ
ふ
し
ん
に
よ
ら
い
（
法
身
如
来
）
な
り
」（
文
明
版
『
同
』）
と
の
左
訓
を
付
し
た）37
（
『
大
経
』
の
「
皆
受
自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」
の
文
、
及
び
「
安
楽
浄
土
ヘ
い
た
れ
ば
弥
陀
如
来
と
お
な
じ
く
、
か
の
正
覚
の
は
な
に
化
生
し
て
大
般
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら）38
（
」（『
一
念
多
念
文
意
』）
く
こ
と
を
語
る
『
浄
土
論
』
の
「
如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生
」
の
文
を
引
く
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
同
一
念
仏
し
て
無
別
の
道
故
」
と
い
う
、「
安
楽
浄
土
に
い
た
」
る
現
生
に
お
け
る
唯
一
無
二
の
業
因
と
し
て
の
「
同
一
の
念
仏
」
を
説
く
『
論
註
』
の
一
文
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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親
鸞
は
、
こ
の
「
如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生
」「
同
一
念
仏
無
別
道
故
」
の
文
を
含
む
『
論
註
』
眷
属
功
徳
の
文
を
、「
必
至
滅
度
の
願　
難
思
議
往
生
」
の
標
挙
を
持
つ
「
証
巻
」
に
、
荘
厳
眷
属
功
徳
成
就
者ハ
偈ニ
言ヘ
リ㆓
如
来
浄
華
衆
正
覚
華
化
生ノ
故ニ
ト㆒　
此レ
云
何ソ
不
思
議ナ
ル
ヤ
　
　
凡ソ
是
雑
生ノ
世
界ニ
ハ
　
若
胎
若
卵
若
湿
若
化　
眷
属
若ソコ
干ハク
ナ
リ
苦
楽
万
品ナ
リ
　
以ノ
㆓
雑
業ヲ
㆒
故ニ　
彼ノ
安
楽
国
土ハ
莫シ
㆕
非ル
コ
ト
　
㆔
是
阿
弥
陀
如
来
正
覚
浄
華
之
所ニ
㆓
化
生ス
ル㆒　
同
一ニ
念
仏シ
テ
　
無キ
カ㆓
別ノ
道
㆒
故ニ　
遠ク
通ス
ル
ニ
　
夫レ
四
海
之
内
皆
為スル
㆓
兄
弟ト
㆒
也　
眷
属
無
量ナ
リ
　　
焉イツ
ク
ン
ソ
　
　
可キ
ヤ㆓
思
議ス
㆒　
又
言ク　
願フ
㆓
往
生ヲ
㆒
者ノ
本ハ
則
三
三
之
品ナ
レ
ト
モ
　　
　
今ハ
無ナシ
㆓
一
二
之
殊シユ
㆒　
亦
如シ
㆓
淄シシ
ヨ
ウ
ノ
澠　
一
味ナ
ル
カ
㆒　　
焉イツ
ク
ン
ソ
　
　
可ヤ
㆓
思
議ス
㆒ 
（『
定
親
全
』
一
、
一
九
八
頁
）
と
し
て
大
義
門
功
徳
の
文
と
共
に
引
い
て
い
る
。（「
大
義
門
功
徳
」
の
文
は
「
荘
厳
大
義
門
功
徳
成
就
と
は
偈
に
…
…
而
に
」
の
文
が
省
略
さ
れ
、
あ
く
ま
で
「
眷
属
功
徳
」
の
一
端
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
）
　
親
鸞
は
こ
の
眷
属
功
徳
・
大
義
門
功
徳
を
、
一
切
衆
生
を
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
・
生
死
罪
濁
の
群
萌）39
（
」（「
証
巻
」）
と
平
等
に
大
悲
す
る
本
願
に
値
遇
し
て
、
こ
の
娑
婆
世
界
の
単
独
孤
立
の
人
生
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
「
本
願
力
を
信
楽
す
る
を
む
ね
と
す
べ
」
き
「
わ
れ
ら）40
（
」（
以
上
、『
一
念
多
念
文
意
』）、
同
一
に
念
仏
し
て
共
に
「
願
力
の
白
道
を
一
分
二
分
や
う
〳
〵
づ
ゝ
あ
ゆ
み
ゆ
」
き
て
、
平
等
に
「
安
楽
浄
土
に
い
た
れ
ば
弥
陀
如
来
と
お
な
じ
く
、
か
の
正
覚
の
は
な
に
化
生
し
て
大
般
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら）41
（
」（
以
上
、『
一
念
多
念
文
意
』）
く
べ
き
無
数
の
眷
属
（
同
朋
）
と
し
て
見
出
し
て
い
く
─
「
同
一
に
念
仏
し
て
別
の
道
無
き
が
故
に
、
遠
く
通
ず
る
に
、
そ
れ
四
海
の
内
皆
兄
弟
と
す
る
」
─
と
い
う
現
生
に
お
け
る
成
就
に
見
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
証
巻
」
に
は
、
親
鸞
が
『
一
念
多
念
文
意
』
に
『
浄
土
論
』
曰
。「
経
言
、
若
人
但
聞
彼
国
土
、
清
浄
安
楽
、
剋
念
願
生
、
亦
得
往
生
、
即
入
正
定
聚
、
此
是
国
土
、
名
字
為
仏
事
、
安
可
思
議
」
と
の
た
ま
へ
り
。
こ
の
文
の
こ
ゝ
ろ
は
…
…
安
楽
浄
土
の
不
可
称
・
不
可
説
・
不
可
思
議
の
徳
を
、
も
と
め
ず
、
し
ら
ざ
る
に
信
ず
る
人
に
え
し
む
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
と
し
る
べ
し
と
な
り
。 
（
傍
点
筆
者
、『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
三
一
〜
二
頁
）
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と
記
し
た
妙
声
功
徳
、『
入
出
二
門
偈
頌
文
』
に
以テ
㆓
斯ノ
信
心ヲ
㆒
名ク
㆓
一
心ト
㆒　
煩
悩
成
就セ
ル
　
凡
夫
人
不ズシ
テ㆔
断ダン
ゼ㆓
煩
悩ヲ
㆒
得エシ
ム㆓
涅
槃ヲ
㆒　
則チ
斯コレ
安
楽
自
然ノ
徳トク
ナ
リ
　
 
（『
定
親
全
』
二
漢
文
篇
、
一
二
一
頁
）
と
記
し
た
清
浄
功
徳
の
文
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
が
「
即
得
往
生
」「
必
得
往
生
」
と
語
る
「
難
思
議
往
生
」
の
語
に
は
、「
信
心
の
人
に
お
け
る
浄
土
の
功
徳
の
現
前
」
と
い
う
内
容
が
含
意
さ
れ
て
い
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
「
同
一
の
念
仏
」
に
お
け
る
眷
属
功
徳
の
成
就
を
先
駆
的
に
語
り
実
践
（
行
証
）
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
先
師
法
然
で
あ
っ
た
。
あ
の
阿
波
介
も
仏
た
す
け
給
へ
と
お
も
ひ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
す
。
源
空
も
仏
た
す
け
給
へ
と
お
も
ひ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
こ
そ
申
せ
。
更
に
差
別
な
き
な
り 
（『
行
状
絵
図
』、『
法
伝
全
』
九
八
頁
）
　
法
然
は
こ
の
同
一
の
念
仏
に
よ
る
老
若
男
女
・
貴
賤
緇
素
の
差
別
な
き
平
等
の
往
生
を
、
く
ま
が
や
の
入
道
・
つ
の
と
の
三
郎
は
、
無
智
の
も
の
な
れ
ば
こ
そ
、
念
仏
お
ば
す
ゝ
め
た
れ
、
有
智
の
人
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
念
仏
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
と
申
よ
し
、
き
こ
え
て
候
覧
、
き
わ
め
た
る
ひ
が
事
に
候
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
念
仏
の
行
は
テ
テ
テ
テ
テ
、
も
と
よ
テ
テ
テ
り
有
智
テ
テ
テ
・
無
智
に
か
ぎ
ら
ず
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
、
弥
陀
の
む
か
し
ち
か
ひ
た
ま
ひ
し
本
願
も
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
、
あ
ま
ね
く
一
切
衆
生
の
た
め
也
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
 
（
傍
点
筆
者
、『
指
南
抄
』、『
定
親
全
』
五
輯
録
篇
、
三
五
七
〜
八
頁
）
と
、「
た
ゞ
ご
せ
（
後
世
）
の
事
は
よ
（
善
）
き
人
に
も
あ
（
悪
）
し
き
に
も
、
お
な
（
同
）
じ
や
う
に
し
や
う
じ
（
生
死
）
い
（
出
）
づ
べ
き
み
ち
（
道
）
を
ば
、
た
だ
一
す
ぢ
（
筋
）
に
お
ほ
（
仰
）
せ
ら
れ）42
（
」（『
恵
信
尼
書
簡
』）
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
法
然
の
人
間
観
は
、
善
導
の
又
看ル
ニ㆓
此ノ
『
観
経ノ
』
定
善
及ヒ
三
輩
上
下ノ
文ノ
意ヲ
㆒
、
総ジ
テ
　
是
仏
去リ
タ
マ
ヒ
テ
　
　
㆑
世ヲ
後ノ
五
濁ノ
凡
夫ナ
リ。
但
以テ
㆓
遇フ
ニ㆑
縁ニ
有ル
ヲ㆒
㆑
異ル
コ
ト、　
致ス
㆑
令ム
ル
コ
ト
ヲ
㆓　
　
九
品ヲ
シ
テ
　
差
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別セ
㆒
。
…
…
欲ス
㆑
使メ
ム
ト
㆔　
今ノ
時ノ
善
悪ノ
凡
夫ヲ
シ
テ
　
同ジ
ク
　
沾ハ
㆓
九
品ニ
㆒
。
生ジ
テ㆑
信ヲ
無ケ
レ
バ
㆑　
疑
、
乗ジ
テ㆓
仏ノ
願
力ニ
㆒
悉ク
得
㆑
生ズ
ル
コ
ト
ヲ
　
　
也
。
 
（『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」、『
浄
聖
全
』
一
、
六
六
九
頁
）
と
い
う
「
九
品
唯
凡
」
の
思
想
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
例
え
ば
明
恵
『
摧
邪
輪
』
の
文
依テ
㆑
之ニ
而
言ハ
バ
　
称
名ノ
一
行ハ
為ニ
㆓
劣
根ノ
一
類ノ
㆒
所
㆑
授ク
ル
　
也　
汝
何ソ
以テ
㆓
天
下ノ
諸
人ヲ
㆒
皆
為ル
㆓
下
劣ノ
根
機ト
㆒
乎　
無
礼
之
至
不
㆑
可カ
ラ㆓
称
計ス
㆒
 
（『
浄
宗
全
』
八
、
七
六
九
頁
）
の
「
天
下
の
諸
人
を
皆
下
劣
の
根
機
と
す
る
と
は
無
礼
極
ま
り
な
い
」
と
い
っ
た
批
判
と
対
比
し
た
場
合
、
そ
の
特
色
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
。
　
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
法
然
の
教
化
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
く
、
む
し
ろ
強
烈
な
逆
風
に
曝
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
法
然
は
そ
の
強
靱
な
信
念
を
吐
露
し
て
い
る
。
　
『
法
然
上
人
伝
記
』（
九
巻
伝
）
等
に
拠
れ
ば
、
承
元
の
法
難
の
際
、
流
罪
決
定
の
後
も
教
化
を
続
け
る
法
然
に
対
し
「
世
間
の
譏
嫌
」
を
憚
っ
て
諫
止
し
た
西
阿
弥
陀
仏
を
「
汝
経
釈
の
文
を
見
ず
や
」「
弥
陀
の
本
願
は
是
愚
痴
暗
鈍
の
輩
、
罪
悪
生
死
の
類
の
出
離
解
脱
の
直
路
也
。
我
く
び
を
き
ら
る
ゝ
共
、
こ
の
事
を
い
は
ず
ば
有
べ
か
ら
ず
」
と
激
し
く
𠮟
責
し
、「
御
高
齢
の
身
体
で
流
刑
の
地
に
赴
か
れ
れ
ば
、
も
は
や
今
生
で
の
再
会
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
嘆
く
信
空
に
対
し
て
は
、
た
と
え
京
に
留
ま
っ
た
と
し
て
も
別
れ
は
遠
く
な
い
。
む
し
ろ
流
罪
を
通
し
て
「
辺
鄙
の
群
類
を
化
せ
ん
事
、
莫
大
の
利
益
な
る
べ
し
」
と
ま
で
語
っ
て
い
る）43
（
。
　
親
鸞
は
「
証
巻
」
に
、
前
掲
の
『
論
註
』
眷
属
功
徳
・
大
義
門
功
徳
と
共
に
主
功
徳
の
文
荘
厳
主
功
徳
成
就
者ハ
偈ニ
言ヘ
リ㆓
正
覚
阿
弥
陀
法
王
善
住
持
故ニ
ト㆒　
此レ
云
何カ
不
思
議ナ
ル
ヤ
　
　
正
覚ノ
阿
弥
陀
不
可
思
議ニ
マ
シ
マ
ス
　
　
　
彼ノ
安
楽
浄
土ハ
為ニ
㆓
正
覚
阿
弥
陀ノ
善
力ノ
㆒
住
持セ
ラ
レ
タ
リ
　
　
云
何
可キ
㆔
得
㆓
思
議コ
ト
ヲ
㆒　
耶ヤ　
住ハ
名ク
㆓
不
異
不
滅ニ
㆒　
持ハ
名ク
㆓
不
散
不
失ニ
㆒
…
…
若シ
人
一タ
ヒ
　
生ス
レ
ハ
㆓　
安
楽
浄
土ニ
㆒　
後ノ
時ニ
意
願シ
テ㆘
生テ
㆓
三
界ニ
㆒
教
㆗
化セ
ム
ト
　
衆
生ヲ
㆖　
捨テ
ヽ㆓
浄
土ノ
命ヲ
㆒
随テ
㆓
願ニ
㆒
得テ
㆓
生ヲ
㆒　
雖
㆔
生ト
㆓
三
界
雑
生ノ
火ノ
中ニ
㆒
無
上
菩
提ノ
種
子
畢
竟シ
テ
　
不ス
㆓
朽クチ
㆒　
（豅）　24
何ヲ
以ノ
故ニ　
以ノ
㆔
径フル
ヲ㆓
正
覚
阿
弥
陀ノ
善ク
住
持ヲ
㆒
故ニ
ト
 
（『
定
親
全
』
一
、
一
九
七
〜
八
頁
）
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
の
文
、
殊
に
「
三
界
雑
生
の
火
の
中
に
生
ま
る
と
雖
も
…
…
無
上
菩
提
の
種
子
畢
竟
じ
て
朽
ち
ず
」
の
文
を
目
に
す
る
時
、
親
鸞
は
、
前
記
の
よ
う
な
〝
金
剛
堅
固
〞
の
信
念
の
人
法
然
の
姿
を
想
起
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
法
然
を
「
後
の
時
に
意
、
三
界
に
生
ま
れ
て
衆
生
を
教
化
せ
ん
と
願
じ
て
、
浄
土
の
命
を
捨
て
て
願
に
随
い
て
生
を
得
」
た
浄
土
の
菩
薩
と
仰
が
ず
に
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
法
然
の
不
退
転
の
姿
こ
そ
が
〝
現
生
正
定
聚
〞。『
論
註
』
妙
声
功
徳
の
文
を
『
経
』
言ハ
ク
　
若シ
人
但
聞テ
㆓
彼ノ
国
土ノ
清
浄
安
楽ナ
ル
ヲ
㆒　　
剋
念シ
テ
　
願セ
ム
モ
ノ
ト
㆓　
　
生ト
㆒　
亦
得ル
モ
ノ
ト
ハ
㆓　
　
往
生ヲ
㆒　
即
㆓
入ル
正
定
聚ニ
㆒　
此ハ
是
国
土ノ
名
字
為ナス
㆓
仏
事ヲ
㆒ 
（「
証
巻
」
所
引
、『
定
親
全
』
一
、
一
九
七
頁
）
と
訓
ん
で
、「
ひ
と
へ
に
か
の
く
に
の
清
浄
安
楽
な
る
を
き
ゝ
て
、
剋
念
し
て
む
ま
れ
む
と
ね
が
ふ
ひ
と
」、
す
な
わ
ち
「
す
で
に
往
生
を
え
た
る
ひ
と）44
（
」
が
、「
と
き
を
へ
ず
日
お
も
へ
だ
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
」
ずテ
、
現
生
に
お
い
て
即
時
に
「
さ
だ
ま
り
つ
く
」「
く
ら
ゐ）45
（
」（
以
上
、『
一
念
多
念
文
意
』）
と
し
た
正
定
聚）46
（
に
他
な
ら
な
い
、
と
親
鸞
は
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
ま
た
、
親
鸞
に
お
け
る
こ
の
〝
現
生
正
定
聚
〞
思
想
の
形
成
に
、「
源
空
聖
人
の
御
本
地）47
（
」（
初
稿
本
『
浄
土
和
讃
』）
を
語
る
『
首
楞
厳
経
』「
勢
至
念
仏
円
通
」
の
文
の
経
言
　
我われ
本もと
因
地に
し
て
　
以て
㆓
念
仏の
心を
㆒
　
入いれり㆓　
無
生
忍に
㆒　
今いま
於して
㆓
此
界に
㆒
　
摂し
て㆓
念
仏の
人を
㆒　
帰せ
し
む
る
な
り
㆔　
　
於に
㆓
浄
土
㆒ 
（
初
稿
本
『
浄
土
和
讃
』、『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
七
二
頁
）
の
一
文
が
有
力
な
経
文
証
（
聖
教
量
）
と
な
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
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親
鸞
は
「
信
巻
」「
真
仏
弟
子
釈
」
に
、
道
綽
『
安
楽
集
』「
第
四
大
門
」
の
文
、
依ニ
㆓
『
大
智
度
論ニ
』㆒
有リ
㆓
三
番ノ
解
釈
㆒
…
…
第
三ニ
有テ
㆓
諸ノ
菩
薩
㆒
復
作サ
ク㆓
是ノ
言ヲ
㆒　
我
於シテ
㆓
因
地ニ
㆒
遇テ
㆓
善
知
識ニ
㆒
誹
㆓
謗シ
テ
　
波
若ヲ
㆒
堕シ
キ㆔
於ニ
㆓
悪
道
㆒　
経テ
㆓
無
量
劫ヲ
㆒
雖モ
㆔
修ス
ト㆓
余
行ヲ
㆒
未タ
㆔
能
㆓
出コ
ト㆒　
後ニ
於テ
㆓
一
時ニ
㆒
依リ
シ
ニ
　
㆓
善
知
識ノ
辺ニ
㆒
教ヘ
テ㆓
我ヲ
㆒
行セ
ム㆓
念
仏
三
昧ヲ
㆒　
其ノ
時ニ
即チ
能ク
併シカ
シ
ナ
カ
ラ
遣シム
㆔
諸ノ
障リ
方ニ
得エ
㆓
解
脱ヲ
㆒　
有ル
カ㆓
斯ノ
大
益
㆒
故ニ
願シ
テ
　
不スト
㆔
離レ
㆓
仏ヲ
㆒
乃至 
（「『
定
親
全
』
一
、
一
四
六
頁
）
を
引
い
て
、
因
地
に
般
若
を
誹
謗
し
て
悪
道
に
堕
し
、
無
量
劫
に
余
行
を
修
し
な
が
ら
そ
の
甲
斐
な
く
、
念
仏
三
昧
に
よ
っ
て
得
脱
し
た
諸
菩
薩
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
菩
薩
の
「
因
地
」
に
つ
い
て
円
乗
院
宣
明
は
「
凡
夫
で
有
り
し
と
き
と
云
ふ
こ
と）48
（
」（『
教
行
信
証
講
義
』）、
香
月
院
深
励
は
「
仏
果
へ
対
す
る
因
地
に
あ
ら
ず
。
菩
薩
方
の
昔
の
初
発
心
の
時
の
事
を
云
ふ
。
楞
厳
の
勢
至
章
に
我
本
因
地
と
あ
る
も
然
る
也）49
（
」（『
教
行
信
証
講
義
』）
と
注
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
従
え
ば
、『
首
楞
厳
経
』
に
説
く
勢
至
菩
薩
の
「
因
地
」
と
は
初
め
て
仏
道
に
志
し
た
凡
夫
の
時
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
　
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
を
尊
蓮
に
書
写
さ
せ
た
そ
の
翌
年
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
、
親
鸞
七
十
六
歳
）
に
初
稿
本
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
を
完
成
し
、「
龍
樹
讃
」
に
こ
の
『
安
楽
集
』
の
文
に
拠
っ
た
一
切
菩
薩
の
ゝ
た
ま
わ
く　
　
わ
れ
ら
因
地
に
あ
り
し
と
き
　
無
量
劫
を
へ
め
ぐ
り
て　
　
万
善
諸
行
を
修
せ
し
か
ど
恩
愛
は
な
は
だ
た
ち
が
た
く　
生
死
は
な
は
だ
つ
き
が
た
し
　
念
仏
三
昧
行
じ
て
ぞ　
　
　
罪
障
を
滅
し
度
脱
せ
し 
（『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
七
九
〜
八
〇
頁
）
の
和
讃
を
載
せ
て
い
る
が
、
因
地
に
（
凡
夫
と
し
て
）
万
善
諸
行
を
修
し
な
が
ら
「
恩
愛
」
の
煩
悩
に
繫
縛
さ
れ
て
無
量
劫
に
生
死
を
流
転
し
た
菩
薩
の
述
懐
に
、
筆
者
は
『
和
語
灯
録
』
が
こ
ゝ
に
わ
が
ご
と
き
は
、
す
で
に
戒
・
定
・
慧
の
三
学
の
う
つ
は
物
に
あ
ら
ず
、
こ
の
三
学
の
ほ
か
に
わ
が
心
に
相
応
す
る
法
門
ス
（豅）　26
あ
り
や
。
わ
が
身
に
た
へ
た
る
修
行
や
あ
る
と
、
よ
ろ
づ
の
智
者
に
も
と
め
、
も
ろ
〳
〵
の
学
者
に
と
ぶ
ら
ふ
し
に
、
お
し
ふ
る
人
も
な
く
、
し
め
す
と
も
が
ら
も
な
し
。
…
… 
（『
真
聖
全
』
四
、
六
八
〇
頁
）
と
伝
え
る
「
三
学
非
器
」
の
悲
嘆
、
断
惑
証
理
の
仏
道
に
躓
い
た
法
然
の
苦
衷
を
連
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
法
然
は
戒
に
お
い
て
は
一
生
不
犯
の
清
僧
で
あ
り
、
な
お
か
つ
師
叡
空
か
ら
天
台
菩
薩
戒
・
円
頓
戒
を
相
承
し
た
「
一
心
金
剛
の
戒
師
）
50
（
」（『
高
僧
和
讃
』）
で
あ
っ
た
。
禅
定
に
お
い
て
も
不
断
念
仏
の
中
で
浄
土
の
水
・
地
・
宝
樹
・
宝
池
・
宝
殿
、
阿
弥
陀
仏
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の
相
を
見
た
こ
と
を
自
ら
記
録
し
て
い
る）51
（
。
そ
し
て
そ
の
真
摯
な
修
学
と
学
識
の
深
さ
は
「
智
慧
第
一
の
法
然
房
」
と
当
時
の
世
間
を
驚
嘆
せ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
法
然
を
し
て
「
三
学
非
器
」
と
嘆
息
せ
し
め
た
も
の
は
、
夜
襲
を
受
け
瀕
死
の
床
に
着
き
な
が
ら
仇
敵
へ
の
復
讐
を
禁
じ
た
父
漆
間
時
国
、
上
洛
の
際
に
故
郷
に
独
り
残
し
再
会
も
果
た
せ
ぬ
ま
ま
亡
く
な
っ
た
母
秦
氏
へ
の
「
恩
愛
」
の
情
と
、
そ
こ
か
ら
必
然
的
に
惹
起
す
る
仇
敵
明
石
定
明
へ
の
「
瞋
憎
」
の
念
で
あ
っ
た
と
見
る
の
は
穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
　
ま
た
、「
善テ
知
識
に
遇
い
て
般
若
を
誹
謗
テ
テ
テ
テ
テ
し
て
…
…
」
の
一
文
か
ら
、『
大
経
』
が
仏
告ゲ
タ
マ
ハ
ク
㆓　
　
慈
氏ニ
㆒
、
若シ
有リ
テ㆓
衆
生
㆒
、
以テ
㆓
疑
惑ノ
心ヲ
㆒
、
修シ
テ㆓
諸ノ
功
徳ヲ
㆒
、
願ゼ
ム㆑
生ゼ
ム
ト
㆓　
彼ノ
国ニ
㆒
。
不シ
テ㆑
了サト
ラ㆓
仏
智
・
不
思
議
智
・
不
可
称
智
・
大
乗
広
智
・
無
等
無
倫
最
上
勝
智ヲ
㆒
、
於テ
㆓
此ノ
諸
智ニ
㆒
疑
惑シ
テ
　
不
㆑
信ゼ
。
…
… 
（『
浄
聖
全
』
一
、
六
六
頁
）
と
し
て
不
了
仏
智
・
仏
智
疑
惑
の
罪
と
説
い
た
、「
如
来
の
本
願
に
昏
い
」
と
い
う
衆
生
の
根
源
的
な
「
罪
」（
無
明
）
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
「
信
巻
」
は
こ
の
『
安
楽
集
』
の
文
に
続
い
て
善
導
の
諸
文
を
引
き
、
現
生
に
弥
陀
の
心
光
に
摂
護
さ
れ
て
韋
提
希
の
ご
と
く
「
喜
忍
」「
悟
忍
」「
信
忍
」
の
「
無
生
の
忍
を
得）52
（
」（
以
上
、「
序
分
義
」）
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
専
ら
名
号
を
称
し
て
西
方
に
至
る
、
彼
の
華
台
に
到
っ
て
妙
法
を
聞
く
、
十
地
の
願
行
自
然
に
彰
わ
る
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
」
）
53
（
（『
礼
讃
』）、
す
な
わ
ち
未
来
に
浄
土
の
大
菩
薩
（
勢
至
菩
薩
）
と
し
て
十
27　（豅）
方
の
有
仏
無
仏
の
世
界
に
お
い
て
任
運
無
功
用
・
法
爾
自
然
の
教
化
を
行
ず
る
─
「
い
ま
こ
の
娑
婆
界
に
し
て　
念
仏
の
ひ
と
を
摂
取
し
て　
浄
土
に
帰
せ
し
む
る）54
（
」（
文
明
版
『
浄
土
和
讃
』）
─
と
い
っ
た
真
仏
弟
子
が
賜
る
利
益
を
語
っ
て
い
る
。
　
親
鸞
に
と
っ
て
は
法
然
こ
そ
が
ま
さ
し
く
「
わ
れ
も
と
因
地
に
あ
り
し
と
き　
念
仏
の
心
を
も
ち
て
こ
そ　
無
生
忍
─
「
ふ
た
い
（
不
退
）
の
く
ら
ゐ
（
位
）
と
ま
う
す
な
り　
か
な
ら
（
必
）
す
ほ
と
け
（
仏
）
と
な
る
へ
き
み
（
身
）
と
な
る
な
り）55
（
」（
初
稿
本
『
浄
土
和
讃
』
左
訓
）
─
に
は
い
（
入
）
り
し）56
（
」（『
浄
土
和
讃
』）
真
仏
弟
子
、
金
剛
不
可
破
壊
の
信
心
の
行
者
で
あ
り
、「
証
巻
」
所
引
『
論
註
』
下
巻
・
清
浄
功
徳
の
文
に
有テ
㆓
凡
夫
人ノ
煩
悩
成
就セ
ル㆒　
亦
得レ
ハ㆔
生コ
ト
ヲ
㆓　
彼ノ
浄
土ニ
㆒　
三
界ノ
繫
業
畢
竟シ
テ
　
不
㆓
牽ヒカ
㆒　
則
是
不シ
テ㆔
断セ
㆓
煩
悩ヲ
㆒
得ウ
㆓
涅
槃
分ヲ
㆒
 
（『
定
親
全
』
一
、
一
九
九
頁
）
と
説
か
れ
た
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
の
身
で
あ
り
つ
つ
浄
土
の
清
浄
功
徳
を
そ
の
身
に
現
証
し
、「
ひ
と
す
ぢ
に
…
…
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
」
し
て
「
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い
た）57
（
」（
以
上
、『
唯
信
鈔
文
意
』）
る
浄
土
得
生
の
人
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
親
鸞
が
〝
現
生
正
定
聚
〞
を
語
る
際
に
、
な
ぜ
、
こ
の
『
首
楞
厳
経
』「
勢
至
念
仏
円
通
」
の
文
を
経
文
証
と
し
て
引
か
な
か
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、
こ
の
文
を
引
け
ば
当
然
そ
れ
に
付
随
す
る
法
然
の
イ
メ
ー
ジ
が
前
面
に
現
れ
、
そ
れ
だ
け
で
旧
仏
教
側
の
強
い
反
発
、
拒
絶
反
応
を
招
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
憂
慮
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
「
法
然
」
観
に
対
し
て
、
前
掲
の
『
浄
土
和
讃
』「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
の
詞
書
「
源
空
上
人
の
御
本
地
也）58
（
」、
あ
る
い
は
『
高
僧
和
讃
』「
源
空
讃
」
の
智
慧
光
の
ち
か
ら
よ
り　
　
　
本
師
源
空
あ
ら
は
れ
て
　
浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ
　ゝ
選
択
本
願
の
べ
た
ま
ふ 
（『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
一
二
七
頁
）
（豅）　28
源
空
勢
至
と
示
現
し　
あ
る
ひ
は
弥
陀
と
顕
現
す
　
上
皇
群
臣
尊
敬
し　
京
夷
庶
民
欽
仰
す 
（
同
右
、
一
三
一
頁
）
阿
弥
陀
如
来
化
し
て
こ
そ　
本
師
源
空
と
し
め
し
け
れ
　
化
縁
す
で
に
つ
き
ぬ
れ
ば　
浄
土
に
か
へ
り
た
ま
ひ
に
き 
（
同
右
、
一
三
五
頁
）
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
は
法
然
を
「
権
者
」（
ご
ん
じ
ゃ
・
ご
ん
ざ
）
─
仏
菩
薩
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
仮
に
姿
を
現
わ
し
た
も
の
。
権
化
）
59
（
。
─
と
讃
え
た
表
現
が
あ
る
。
　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
法
然
を
「
権
者
」
と
仰
ぐ
こ
と
と
、
法
然
を
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
難
思
議
往
生
を
遂
げ
た
「
凡
夫
」
と
見
る
こ
と
と
は
果
た
し
て
矛
盾
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
決
し
て
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
。
　
「
総
序
」
に
は
、
斯レ
乃チ
権
化
仁
斉ヒト
シ
ク
救ク
㆓
済サイ
シ
苦
悩ノ
群
萌ヲ
㆒　
世
雄ノ
悲
正シ
ク
　
欲オホ
ス㆔
恵メク
マ
ム
ト
㆓　
逆
謗
闡
提ヲ
㆒ 
（『
定
親
全
』
一
、
五
頁
）
の
一
文
が
あ
る
が
、
こ
の
「
権
化
」
の
語
は
、
存
覚
の
『
六
要
鈔
』
以
来
、
提
婆
達
多
・
阿
闍
世
・
韋
提
希
等
の
『
観
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
観
経
』）「
序
分
」
の
い
わ
ゆ
る
「
王
舎
城
の
悲
劇
」
の
登
場
人
物
を
指
す
も
の
と
了
解
さ
れ
て
き
た）60
（
。
　
親
鸞
自
身
、『
浄
土
和
讃
』「
讃
阿
弥
陀
仏
偈
和
讃
」
の
後
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩
薩
釈
迦
牟
尼
如
来
富
樓
那
尊
者
大
目
犍
連
阿
難
尊
者
29　（豅）
頻
婆
沙
羅
王
韋
提
夫
人
耆
婆
大
臣
月
光
大
臣
提
婆
尊
者
阿
闍
世
王
雨
行
大
臣
守
門
者 
（『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
三
二
頁
）
と
登
場
人
物
の
名
を
─
一
介
の
門
衛
（「
守
門
者
」）
ま
で
も
─
洩
ら
さ
ず
列
挙
し
、
逆
悪
の
提
婆
達
多
を
も
「
尊
者
」
と
記
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
同
じ
く
「
観
経
意
讃
」
に
も
弥
陀
釈
迦
方
便
し
て　
　
　
　
阿
難
目
連
富
楼
那
韋
提
テ
テ
　
達
多
闍
王
頻
婆
娑
羅　
　
　
耆
婆
月
光
行
雨
等
大
聖
お
の
〳
〵
も
ろ
と
も
に
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ　
凡
愚
底
下
の
つ
み
び
と
を
　
逆
悪
も
ら
さ
ぬ
誓
願
に　
　
方
便
引
入
せ
し
め
け
り 
（
傍
点
筆
者
、『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
四
八
〜
九
頁
）
と
あ
り
、
韋
提
希
を
、
底
下
の
凡
愚
を
弥
陀
の
誓
願
に
方
便
引
入
す
る
権
者
の
一
人
と
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
親
鸞
は
同
時
に
「
信
巻
」「
真
仏
弟
子
釈
」
に
お
い
て
、
善
導
『
観
経
疏
』「
序
分
義
」
の
文
光
明
師
云
…
…
又
云　
言
㆓
心
歓
喜
得
忍ト
㆒
者ハ　
此ハ
明ス
㆘
阿
弥
陀
仏
国ノ
清
浄ノ
光
明
忽タチ
マ
チ
ニ
現セ
ム㆓
眼
前ニ
㆒　
何ソ
勝タエ
ム㆓
踊
躍ニ
㆒　
因ル
カ㆓
茲コノ
喜ニ
㆒
故ニ
即
得ウ
㆓
無
生
之
忍ヲ
㆒　
亦
名ク
㆓
喜
忍ト
㆒　
亦
名ク
㆓
悟
忍ト
㆒　
亦
名ク
㆓
信
忍ト
㆒
…
…
此レ
多ク
是レ
十
信ノ
中ノ
忍ナ
リ
　
非ル
㆗
解
行
已
上ノ
忍ニ
ハ㆖
也
 
（『
定
親
全
』
一
、
一
四
七
〜
九
頁
）
を
引
い
て
韋
提
希
を
如
来
の
光
明
に
値
遇
し
て
喜
・
悟
・
信
の
三
忍
を
獲
た
、
す
な
わ
ち
「
念
仏
の
心
を
以
て
無
生
忍
に
入）61
（
」（
初
稿
本
（豅）　30
『
浄
土
和
讃
』
所
引
『
首
楞
厳
経
』）
っ
た
と
し
て
い
る
。
　
善
導
は
、『
観
経
』「
序
分
」「
定
善
示
観
縁
」
の
「
汝
は
是
凡
夫
な
り
。
心
想
羸
劣
に
し
て
…
…）62
（
」
の
文
に
拠
っ
て
「
序
分
義
」
に
、
五ニ
従リ
㆓
「
佛
告
韋
提
」㆒
下
至ル
㆓
「
令
汝
得
見ニ
」㆒
已
来タ
ハ、
正シ
ク
　
明ス
㆓
夫テ
人テハ是テ
凡テニ
シ
テ
　
00
　
非テズ㆑
聖テニ　
、
由ル
ガ㆑
非ザ
ル
ニ
㆑　
聖ニ
故ニ
、
仰ギ
テ
　
惟レ
バ
　
聖
力
冥ニ
加シ
テ、
彼ノ
国
雖モ
㆑
遙ナ
リ
ト
　
得ル
コ
ト
ヲ
㆒
㆑　
覩ル
コ
ト
ヲ
。　
　
此
明
㆛
如
来
恐ル
㆘
衆
生
置キ
テ㆑
惑ヲ
、
謂イ
ヒ
テ
㆓
言
夫
人ハ
是
聖ニ
シ
テ
　
非ズ
ト㆒
㆑　
凡ニ
由ル
ガ㆑
起ス
ニ㆑
疑ヲ
故ニ
即チ
自ラ
生ジ
㆓
怯
弱ヲ
㆒
、
…
…
言フ
㆓
「
心
想
羸
劣ト
」
㆒
者
、
由ル
ガ㆓
是
凡ナ
ル
ニ
㆒　
故ニ
曾テ
無テシ　
㆓
大
志
テ
テ
㆒
也
。
…
… 
（
傍
点
筆
者
、『
浄
聖
全
』
一
、
七
一
七
頁
）
と
記
し
、「
定
善
義
」
に
は
「
第
七
華
座
観
」
の
弥
陀
三
尊
の
住
立
空
中
を
釈
し
て
、
六ニ
ハ
　
明ス
㆘
仏
身ノ
光
明
朗カ
ニ
シ
テ
　
　
照ス
㆓
十
方ヲ
㆒
、
垢
障ノ
凡
夫
、
何ゾ
能ク
具ニ
覩ム
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
㆖
。　　
…
…
四ニ
従リ
㆓
「
時
韋
提
希
見
無
量
」㆒
下
至ル
㆓
「
作
礼ニ
」㆒
已
来タ
ハ、
正シ
ク
　
明ス
㆓
韋テ
提テハ　
実テニ　
是テレ　
垢テ
凡テノ　
女テ
質テナ
リ、
不
㆑
足ラ
㆑
可キ
ニ㆑
言フ
、
但
以レ
バ
　
聖
力
冥ニ
加シ
テ、
彼ノ
仏
現ジ
タ
マ
フ
　
　
時
、
得ル
コ
ト
ヲ
　
㆒
㆑
蒙ル
コ
ト
ヲ
　
㆓
稽
首ス
ル
コ
ト
ヲ
㆒。　 
斯
乃テ
序ニ
ハ
　
臨ミ
テ㆓
浄
国ニ
㆒
、
喜
歓シ
テ
　
無シ
㆓
以テ
自ラ
勝タフ
ル
コ
ト
㆒、  
今ハ
乃チ
正シ
ク
　
覩テタ
テ
マ
ツ
リ
テ
　
㆓　
　
弥テ
陀テヲ㆒
、
更テニ益テマ
ス
　
心テ
開テケ
テ
　
　
悟テル　
㆑
忍テヲ。
 
（
傍
点
筆
者
、『
浄
聖
全
』
一
、
七
三
九
〜
四
〇
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
　
善
導
は
韋
提
希
を
い
わ
ゆ
る
「
実
業
の
凡
夫
」
と
し
、
彼
女
の
獲
た
無
生
忍
を
「
解
行
已
上
の
忍
に
は
非
」
ざ
る
「
十
信
の
中
の
忍）63
（
」、
す
な
わ
ち
菩
薩
五
十
二
位
（
妙
覚
・
等
覚
・
十
地
・
十
回
向
・
十
行
・
十
住
・
十
信
）
の
最
下
で
あ
る
「
十
信
」（
下
凡
）
に
お
け
る
忍
（
悟
り
）
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、「
韋
提
は
現
に
是
菩
薩
に
し
て
仮
に
凡
身
を
示
す
、
我
等
罪
人
、
比
及
す
る
に
由
無
し）64
（
」（「
序
分
義
」）
と
主
張
す
る
諸
師
（
慧
遠
・
吉
蔵
等
）
の
説）65
（
を
批
判
し
て
い
る
。
　
前
掲
の
通
り
「
信
巻
」
に
は
「
十
信
の
中
の
忍
な
り
、
解
行
已
上
の
忍
に
は
非
ざ
る
」
の
一
文
を
含
む
「
序
分
義
」
の
文
が
引
か
れ
て
お
り
、
親
鸞
は
韋
提
希
を
「
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
人
」
で
あ
り
つ
つ
、「
仏
願
力
に
由
っ
て
摂
取
を
獲
」
た
「
人
中
の
分
陀
利
華
」
「
最
勝
希
有
人
」「
妙
好
上
上
人）66
（
」、「
如
来
の
本
弘
誓
不
可
思
議
力
」
に
藉
っ
て
「
凡
夫
、
煩
悩
の
泥
の
中
に
あ
り
て
、
仏
の
正
覚
の
華
31　（豅）
を
生）67
（
」（
以
上
、『
入
出
二
門
偈
頌
文
』）
じ
た
真
仏
弟
子
で
あ
る
と
了
解
し
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
韋
提
希
を
「
実
業
の
凡
夫
」
で
あ
り
つ
つ
「
権
者
」
で
あ
る
と
見
る）68
（
の
と
同
様
、
親
鸞
は
法
然
の
、
種
々
の
遍
歴
・
精
神
的
苦
闘
の
末
、
承
安
五
年
（
一
一
七
五
年
、
法
然
四
十
三
歳
）
に
善
導
の
「
一
心
に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
、
行
住
坐
臥
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
念
々
に
捨
て
ざ
る
者
、
是
を
正
定
の
業
と
名
く
。
彼
の
仏
の
願
に
順
ず
る
が
故
に）69
（
」（「
本
願
章
」
所
引
「
散
善
義
」）
の
教
言
に
値
遇
し
て
以
後
、
倦
む
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
本
願
念
仏
の
伝
道
に
尽
く
し
た
「
念
仏
往
生
の
人
」
と
し
て
の
そ
の
生
涯
の
全
体
を
「
権
化
」
と
仰
い
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
お 
わ 
り 
に
　
筆
者
は
、
親
鸞
が
「
獲
信
の
即
時
に
得
る
」
と
し
た
「
往
生
」、
す
な
わ
ち
「
難
思
議
往
生
」
は
、
例
え
ば
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
（
広
本
）
に
、
大
経
往
生
と
い
ふ
は
、
如
来
選
択
の
本
願
、
不
可
思
議
の
願
海
、
こ
れ
を
他
力
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
念
仏
往
生
の
願
因
に
よ
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果
を
う
る
な
り
。
現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
い
た
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来
の
往
相
回
向
の
真
因
な
る
が
ゆ
へ
に
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
。
こ
れ
を
『
大
経
』
の
宗
致
と
す
。
こ
の
ゆ
へ
に
大
経
往
生
と
ま
ふ
す
。
ま
た
難
思
議
往
生
と
ま
ふ
す
な
り
。
…
…
如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
、
か
な
ら
ず
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
る
が
ゆ
へ
に
、
他
力
と
ま
ふ
す
な
り
。
し
か
れ
ば
、『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生ノ
偈ニ
』
曰ク
。
「
云
何ガ
回
向シ
タ
マ
ヘ
ル
　
　
不シ
テ㆔
捨テ
㆓
一
切
苦
悩ノ
衆
生ヲ
㆒
、
心ニ
常ニ
作
願ス
ラ
ク
　
　
回
向ヲ
為テ
㆓
首ト
㆒
得タ
マ
ヘ
ル
ガ
㆔　
　
成
㆓
就ス
ル
コ
ト
ヲ
　
　
大
悲
心ヲ
㆒
故ニ
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
。　　
」
こ
れ
は
『
大
無
量
寿
経
』
の
宗
致
と
し
た
ま
へ
り
。
こ
れ
を
難
思
議
往
生
と
ま
ふ
す
な
り
。 
（『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
二
一
〜
八
頁
）
と
し
て
、「
念
仏
往
生
の
願
因
に
よ
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果
を
得
る
」
こ
と
、「
現
生
に
正
定
聚
の
位
に
住
し
て
、
必
ず
真
実
報
土
に
（豅）　32
到
る
」
こ
と
、「
阿
弥
陀
如
来
の
往
相
回
向
の
真
因
な
る
が
ゆ
え
に
、
無
上
涅
槃
の
覚
り
を
開
く
」
こ
と
、「
如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
獲
る
人
は
、
必
ず
正
定
聚
の
位
に
住
す
る
」
こ
と
を
「
難
思
議
往
生
と
申
す
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
親
鸞
は
「
往
生
」
を
従
来
の
よ
う
な
臨
終
来
迎
往
生
、
す
な
わ
ち
、「
あ
る
一
時
点
（
命
終
）
で
の
他
界
へ
の
転
生
」、
つ
ま
り
「
点
」
で
は
な
く
、「
真
実
の
信
楽
を
獲
る
人
は
、
現
生
に
正
定
聚
の
位
に
住
し
て
〈
因
〉、
必
ず
真
実
報
土
に
到
っ
て
無
上
涅
槃
の
覚
り
を
開
く
〈
果
〉」
と
い
う
〈
因
〉—
〈
果
〉
を
貫
通
し
た
一
連
の
「
過
程
」
全
体
、
正
定
聚
に
住
し
て
開
始
さ
れ
る
不
退
転
の
「
道
程
」（
大
涅
槃
道
）、
つ
ま
り
「
線
」
と
し
て
述
べ
て
い
る）70
（
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
「
道
程
」
の
開
始
を
、
親
鸞
は
「
往
生
を
得
」
と
述
べ
、
そ
の
終
わ
り
を
「
真
実
報
土
に
い
た
る
テ
テ
テ
テ
」
）
71
（
─
「
速
や
か
に
無
量
光
明
土
に
到
り
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
大
般
涅
槃
を
証
す）72
（
」「
蓮テ
華
蔵
世
界
に
至
る
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
こ
と
を
得
れ
ば
、
即
ち
真
如
法
性
の
身
を
証
せ
し
む）73
（
」「
必
ず
無
量
光
明
土
に
至
れ
ば
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
、
諸
有
の
衆
生
、
皆
普
く
化
す）74
（
」「
安
養
界
に
至
り
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
妙
果
を
証
せ
し
む）75
（
」（
以
上
、「
行
巻
」）
他
─
、
あ
る
い
は
「
難
思
議
往
生
を
遂
げ）76
（
」（「
化
身
土
巻
」）
る
、
と
表
現
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
筆
者
は
親
鸞
が
、「
往
生
」
理
解
に
お
け
る
言
わ
ば
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」（
常
識
的
・
支
配
的
な
解
釈
の
変
更
）
を
試
み
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
な
ぜ
、
親
鸞
は
こ
の
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
構
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
第
一
に
は
、
臨
終
正
念
に
お
い
て
往
生
の
得
否
が
判
断
さ
れ
る
と
い
う
当
時
の
風
潮
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
　
法
然
は
、
臨
終
正
念
な
る
が
ゆ
へ
に
来
迎
し
た
ま
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
来
迎
し
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
臨
終
正
念
な
り
と
い
ふ
義
あ
き
ら
か
な
り
。
在
生
の
あ
ひ
だ
、
往
生
の
行
成
就
せ
む
ひ
と
は
、
臨
終
に
か
な
ら
ず
、
聖
衆
来
迎
を
う
べ
し
。
来
迎
を
う
る
と
き
、
た
ち
ま
ち
に
正
念
に
住
す
べ
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
。 
（『
指
南
抄
』、『
定
親
全
』
五
輯
録
篇
、
一
二
頁
）
33　（豅）
と
、「
臨
終
の
正
念
に
よ
っ
て
来
迎
を
得
て
往
生
す
る
の
で
は
な
く
、
尋
常
（「
在
生
の
間
」）
の
念
仏
に
よ
っ
て
臨
終
に
来
迎
を
得
て
正
念
に
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
、
特
に
親
鸞
が
暮
ら
し
た
東
国
に
お
い
て
は
、
戦
乱
・
災
害
・
飢
饉
・
疫
病
等
の
頻
発
に
よ
っ
て
、
種
々
の
往
生
伝
が
伝
え
る
ご
と
く
に
本
尊
の
前
に
横
臥
し
て
安
ら
か
に
命
終
え
ら
れ
る
者
な
ど
極
め
て
稀
で
あ
っ
た）77
（
。
　
ま
た
当
時
、
専
修
念
仏
者
の
「
非
業
の
死
」（
臨
終
の
悪
相
）
が
、
そ
の
余
宗
誹
謗
・
神
祇
不
拝
の
罪
の
報
い
で
あ
る
と
批
難
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
無
住
『
沙
石
集
』
等
か
ら
知
ら
れ
る）78
（
。
　
そ
の
よ
う
な
現
実
の
前
で
親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
に
お
い
て
、
臨
終
の
と
き
は
じ
め
て
信
楽
決
定
し
て
摂
取
に
あ
づ
か
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
ひ
ご
ろ
か
の
心
光
に
摂
護
せ
ら
れ
ま
い
ら
せ
た
る
ゆ
へ
に
、
金
剛
心
を
え
た
る
人
は
正
定
聚
に
住
す
る
ゆ
へ
に
臨
終
の
と
き
に
あ
ら
ず
、
か
ね
て
尋
常
の
と
き
よ
り
つ
ね
に
摂
護
し
て
す
て
た
ま
は
ざ
れ
ば
摂
得
往
生
と
ま
ふ
す
也
。 
（『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
九
六
頁
）
と
尋
常
の
信
心
獲
得
を
勧
め
、「
臨
終
の
来
迎
を
ま
つ
も
の
は
、
い
ま
だ
信
心
を
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
臨
終
を
こ
ゝ
ろ
に
か
け
て
な
げ
く
な
り）79
（
」（『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
））
と
ま
で
断
言
す
る
。
　
ま
た
、
明
恵
ら
の
思
想
的
批
難
に
対
し
て
、
法
然
興
隆
の
浄
土
宗
こ
そ
が
「
真
宗
」
─
一
切
衆
生
に
具
体
的
に
成
就
す
る
大
般
涅
槃
道
─
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
く
上
で
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
、
最
も
大
き
な
要
因
は
法
然
そ
の
人
の
存
在
、
現
生
に
お
い
て
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
「
往
生
を
得
」
た
人
、
す
な
わ
ち
「
難
思
議
往
生
を
得
る
人）80
（
」（『
浄
土
文
類
聚
鈔
』）
と
し
て
の
法
然
と
の
値
遇
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
法
然
自
身
、
生
前
に
人
の
手
よ
り
物
を
え
ん
ず
る
に
、
す
で
に
得
た
ら
ん
と
、
い
ま
だ
得
ざ
る
と
い
づ
れ
か
勝
べ
き
。　
源
空
は
す
で
に
テ
テ
テ
テ
テ
テ
﹇
筆
者
注
・
往
（豅）　34
生
を
﹈
得
た
る
心
地
に
て
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
念
仏
は
申
な
り
。 
（
傍
点
筆
者
、『
行
状
絵
図
』、『
法
伝
全
』
一
一
五
〜
六
頁
）
と
述
懐
し
て
い
る
。
　
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
『
観
経
註
』
に
『
礼
讃
』「
本
願
加
減
の
文
」
又
如シ
『
無
量
寿
経
』
云
㆒　
若
我
成ラ
ム
　
仏ニ
㆒　
十
方ノ
衆
生
称セ
ム
コ
ト
　
　
我カ
名
号ヲ
㆒　
下シモ
至マ
テ
　
十
声ニ
㆒
若
不ス
生
㆒
者ハ
不シト
取
㆓
正
覚ヲ
㆒　
彼テノ　
仏
今
テ
テ
現テニ　
 
在テマ
シ
マ
シ
テ
　
　00
成テナ
リ
タ
マ
ヘ
リ
㆓　
　00
仏テ
㆒　
当ニ
知ル
㆒　
本
誓
重
願
不ス
虚ムナ
シ
カ
ラ
㆒　
衆
生
称
念ス
レ
ハ
　
必テス　
得テム
ト
　
往テ
生テヲ㆒
 
（
傍
点
筆
者
、『
定
親
全
』
七
註
釈
篇
⑵
、
五
三
〜
四
頁
）
を
、「
行
巻
」
と
ほ
ぼ
同
じ
─
「
世
」
の
字
を
欠
き
、「
必
得
往
生
」
を
「
必
ず
往
生
を
得
む
」
と
訓
む
─
形
で
引
い
て
い
る
。
　
『
観
経
註
』『
阿
弥
陀
経
註
』
は
当
初
一
巻
の
巻
子
本
で
あ
り
、
文
中
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
、
親
鸞
三
十
九
歳
）
将
来
の
宗
曉
『
楽
邦
文
類
』
が
引
用
さ
れ
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
、
四
十
五
歳
）
に
発
見
さ
れ
た
善
導
『
般
舟
讃
』
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
吉
水
時
代
か
ら
漸
次
に
註
釈
を
書
き
入
れ
て
三
十
九
歳
以
降
頃
ま
で
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）81
（
。
　
つ
ま
り
、『
観
経
註
』
の
『
礼
讃
』
の
文
当
該
箇
所
は
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
、
三
十
三
歳
）
以
降
、
三
十
九
歳
以
降
頃
ま
で
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
で
展
開
す
る
「
難
思
議
往
生
」
の
思
想
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
す
ら
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
『
選
択
集
』
の
付
嘱
の
み
な
ら
ず
真
影
の
図
画
を
も
師
資
相
承
の
証
と
親
鸞
が
捉
え
た
の
は
、
親
鸞
が
法
然
か
ら
託
さ
れ
た
課
題
が
、
法
然
の
説
い
た
如
来
の
選
択
本
願
を
単
な
る
思
想
・
理
念
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
現
実
の
衆
生
に
対
し
て
生
き
て
働
く
─
「
浄
土
の
真
宗
は
証
道
今
盛
な
り）82
（
」（「
後
序
」）
─
そ
の
現
働
性
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
そ
れ
ゆ
え
親
鸞
は
、
後
年
法
然
に
倣
っ
て
自
ら
の
寿
像
（「
安
城
御
影
」）
を
門
弟
に
授
与
す
る
際
（
建
長
七
年
・
一
二
五
五
）
に
、「
御
テ
ツ
カ
ラ
被
御
覧
、
御
鏡
ヨ
ク
似
タ
リ
ト
被
仰
」
と
伝
わ
る
ほ
ど
そ
の
完
成
度
を
自
ら
点
検
し
、「
御
シ
ラ
カ
ノ
数
マ
テ
モ
不
違
奉
写
」
35　（豅）
と
の
答
え
が
返
る
ほ
ど
の
写
実
性
を
要
求
し
、「
狸
皮
」
の
敷
皮
、「
猫
ノ
皮
」
の
草
履
、「
猫
皮
」
を
巻
い
た
鹿
杖
等
の
日
用
品
を
添
え
て
）
83
（
ま
で
も
、「
れ
う
し
テ
テ
テ
（
猟
師
）・
あ
き
人
さ
ま
〴
〵
の
も
の
は
、
み
な
い
し
・
か
わ
ら
・
つ
ぶ
て
の
ご
と
く
な
る
わ
れ
ら
な
り）84
（
」（『
唯
信
鈔
文
意
』）
と
生
き
た
自
ら
の
姿
を
描
か
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
そ
し
て
そ
の
銘
文
と
し
て
親
鸞
は
、
最
上
段
（
上
讃
）
に
「
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈　
婆
藪
般
豆
菩
薩
曰）85
（
　
世
尊
我
一
心
…
…
広
大
無
辺
際　
又
曰　
観
仏
本
願
力
…
…
功
徳
大
宝
海
」
と
衆
生
の
上
に
信
心
と
し
て
実
現
し
た
本
願
を
語
る
『
浄
土
論
』
の
文
を
掲
げ
、
二
段
目
（
中
讃
）
に
「『
大
無
量
寿
経
』
言　
設
我
得
仏
十
方
衆
生
至
心
信
楽
欲
生
我
国
乃
至
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覚
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法　
又
言　
其
仏
本
願
力
聞
名
欲
往
生
皆
悉
到
彼
国
自
致
不
退
転　
又
言　
必
得
超
絶
去
往
生
安
養
国
超
截
五
悪
趣
悪
趣
自
然
閉
其
国
不
逆
違
自
然
之
所
牽
」
と
い
う
因
願
で
あ
る
『
大
経
』
上
巻
・
第
十
八
願
文
と
衆
生
往
生
の
因
果
を
語
る
下
巻
の
文
、
そ
し
て
影
像
を
挟
ん
だ
最
下
段
（
下
讃
）
に
「
和
朝
釈
親
鸞）86
（
正
信
偈
曰　
本
願
名
号
正
定
業
至
心
信
楽
願
為
因
…
…
獲
信
見
敬
得
大
慶
即
横
超
截
五
悪
趣
」
と
し
て
自
ら
制
作
し
た
「
正
信
偈
」
の
文
を
記
し
て
、
自
ら
の
信
に
ま
で
到
り
届
い
た
本
願
と
そ
の
現
生
で
の
成
就
の
利
益
と
を
讃
嘆
し
て
い
る
。
　
因
み
に
同
時
期
に
製
作
さ
れ
た
専
修
寺
藏
「
黄
地
十
字
名
号
」
は
「
安
城
御
影
」
の
中
讃
と
全
く
同
じ
『
大
経
』
の
文
を
上
讃
に
、
「
安
城
御
影
」
の
上
讃
と
全
く
同
じ
『
浄
土
論
』
の
文
を
下
讃
に
、
と
「
安
城
御
影
」
と
は
上
下
が
逆
の
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
翌
年
十
月
に
製
作
さ
れ
た
四
幅
の
名
号
本
尊
は
い
ず
れ
も
因
願
文
を
上
讃
に
し
て
お
り
、
専
修
寺
藏
「
十
字
名
号
」（
上
讃
・『
如
来
会
』
第
十
一
願
文
）
と
妙
源
寺
蔵
「
十
字
名
号
」（
上
讃
・『
大
経
』
第
十
二
・
十
三
願
文
）
が
『
浄
土
論
』「
願
生
偈
」
の
文
を
下
讃
に
置
い
て
い
る
も
の
の
、「
安
城
御
影
」
の
よ
う
に
『
浄
土
論
』
の
文
を
上
讃
─
『
大
経
』
の
文
の
上
─
に
置
い
た
も
の
は
な
い
。
　
ま
た
「
御
影
」
上
讃
に
記
さ
れ
た
『
浄
土
論
』
の
文
も
、
い
ず
れ
も
天
親
が
「
己
心
を
申）87
（
」（『
論
註
』）
べ
─
「
我
が
信
念
」
を
表
白
し
─
た
「
願
生
偈テ
」（
偈
頌
）
の
文
で
あ
り
、
ま
ず
「
天
親
菩
薩
の
帰
命
の
意）88
（
」（『
論
註
』）
を
語
っ
た
「
世
尊
我
一
心　
帰
命
尽
十
（豅）　36
方　
無
碍
光
如
来　
願
生
安
楽
国
」
の
文
、「
論
主
自
ら
我
仏
経
に
依
り
て
『
論
』
を
造
り
て
仏
教
と
相
応
す
、
服
す
る
所
宗
有
る
こ
と
を
述）89
（
」（『
論
註
』）
べ
た
「
我
依
修
多
羅　
真
実
功
徳
相　
説
願
偈
総
持　
与
仏
教
相
応
」
の
文
、
そ
し
て
筆
者
が
本
稿
中
、
信
心
の
人
が
現
生
に
賜
る
浄
土
の
功
徳
と
し
て
論
及
し
た
清
浄
功
徳
・
量
功
徳
、
不
虚
作
住
持
功
徳
を
語
る
「
観
彼
世
界
相　
勝
過
三
界
道　
究
竟
如
虚
空　
広
大
無
辺
際　
又
曰　
観
仏
本
願
力　
遇
無
空
過
者　
能
令
速
満
足　
功
徳
大
宝
海
」
の
文
が
選
ば
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
銘
文
の
選
択
と
そ
の
配
置
か
ら
も
、
影
像
を
も
っ
て
本
願
成
就
の
機
の
具
体
的
現
実
態
を
示
す
と
い
う
親
鸞
の
「
意
図
」
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
周
知
の
よ
う
に
、
親
鸞
が
自
ら
の
筆
で
自
身
の
行
実
を
記
し
た
の
は
「
後
序
」
の
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
の
法
然
及
び
自
身
の
流
罪
（
別
離
）、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
十
一
月
の
法
然
の
赦
免
と
帰
洛
、
翌
二
年
（
一
二
一
二
）
一
月
二
十
五
日
の
法
然
の
入
滅
（
永
訣
）、
そ
し
て
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
吉
水
入
門
（
値
遇
）、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
の
『
選
択
集
』
の
付
嘱
・
真
影
の
図
画
（
師
資
相
承
）
と
い
う
法
然
と
の
師
弟
関
係
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
後
序
」
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
『
教
行
信
証
』
撰
述
の
「
由
来
の
縁
」
と
し
て
註
さ
れ
て
い
る
。
　
『
教
行
信
証
』
と
は
師
法
然
か
ら
託
さ
れ
た
課
題
に
応
え
て
師
法
然
に
捧
げ
る
べ
く
著
さ
れ
た
書
で
あ
り
、
親
鸞
の
生
涯
も
ま
た
徹
頭
徹
尾
師
法
然
へ
の
知
恩
報
徳
の
念
に
貫
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
の
感
を
新
た
に
し
つ
つ
本
稿
の
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。
凡
例
『
定
親
全
』
…
…
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
『
真
聖
全
』
…
…
『
真
宗
聖
教
全
書
』
『
浄
聖
全
』
…
…
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
『
浄
宗
全
』
…
…
『
浄
土
宗
全
書
』
37　（豅）
『
法
伝
全
』
…
…
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
『
教
講
集
』
…
…
『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
註（１
） 
小
山
正
文
は
、
妙
源
寺
本
・
善
導
寺
本
等
の
同
じ
構
図
を
持
っ
た
複
数
の
法
然
影
像
の
存
在
か
ら
、「
後
序
」
の
「
空
之
真
影
申
預
奉
図
画
」
の
記
述
は
「
法
然
の
手
許
に
は
一
つ
の
寿
像
が
あ
り
、
申
し
出
た
場
合
に
、
特
別
に
そ
れ
を
写
す
こ
と
が
許
さ
れ
。
許
可
を
受
け
た
者
は
そ
の
寿
像
を
預
か
っ
て
絵
師
に
図
画
さ
せ
た
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。（「
総
説　
善
導
大
師
絵
像
・
法
然
上
人
絵
像
」『
真
宗
重
宝
聚
英
』
六
、
二
五
六
〜
六
二
頁
参
照
）
（
２
） 
『
教
行
信
証
』
の
撰
号
「
愚
禿
釈
親
鸞
集
」
に
照
ら
し
て
「
後
序
」
を
読
む
と
、「
禿
」
の
姓
の
「
由
来
の
縁
」（
由
来
と
な
っ
た
出
来
事
）
と
し
て
「
承
元
の
法
難
」
の
顚
末
が
、「
釈
の
親
鸞
」
の
名
の
「
由
来
の
縁
」
と
し
て
「
吉
水
入
室
」「
選
択
付
嘱
」「
真
影
図
画
」
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
筆
者
は
「
仍
っ
て
悲
喜
の
涙
を
抑
え
て
由
来
の
縁
を
註
す
」
の
文
を
、
師
法
然
と
の
値
遇
の
喜
び
と
別
離
の
悲
し
み
と
を
想
い
起
し
て
涙
が
零
れ
そ
う
に
な
る
の
を
堪
え
な
が
ら
「
愚
禿
釈
の
親
鸞
」
の
名
に
お
い
て
こ
の
『
教
行
信
証
』
を
撰
述
す
る
こ
と
と
な
っ
た
「
由
来
の
縁
」
を
記
す
、
と
了
解
し
た
。
因
み
に
皆
往
院
頓
慧
は
「
然
愚
禿
釈
鸞
建
仁
辛
酉
暦
乃
至
　
　
仍
抑
悲
喜
之
涙
註
由
来
之
縁
…
…
選
択
付
属
等
の
こ
と
を
段
段
挙
げ
給
ふ
は
。
六
巻
の
文
類
御
製
作
の
由
序
な
り
。
…
…
上
に
挙
ぐ
る
選
択
御
付
属
は
此
書
製
作
の
由
序
な
り
。」（『
教
行
信
証
講
義
』、『
教
講
集
』
九
、
六
九
五
〜
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
（
３
） 
平
松
令
三
『
親
鸞
真
蹟
の
研
究
』
一
〇
三
〜
四
頁
参
照
。
（
４
） 
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
二
、
六
七
四
頁
参
照
。
（
５
） 
以
上
、
難
波
教
行
「
彼
仏
今
現
在
成
仏
─
真
影
の
銘
に
お
け
る
『
世
』
の
一
字
の
欠
落
に
関
す
る
一
考
察
─
」（『
教
化
研
究
』
一
六
〇
）、
一
五
八
〜
六
三
頁
参
照
。
（
６
） 
『
定
親
全
』
三
書
簡
篇
、
一
五
三
頁
。
（
７
） 
『
定
親
全
』
一
、
七
頁
。
（
８
） 
以
上
、『
定
親
全
』
一
、
九
五
頁
。
（
９
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
一
二
七
二
〜
三
頁
参
照
。
（
10
） 
『
法
然
上
人
の
御
影
』、
六
四
〜
五
頁
参
照
。
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（
11
） 
『
法
然
上
人
の
御
影
』
六
六
〜
七
頁
参
照
。
（
12
） 
小
山
正
文
・
前
掲
論
文
、
二
五
七
頁
。
（
13
） 
『
定
親
全
』
四
言
行
篇
、
五
頁
。
（
14
） 
難
波
教
行
は
「
真
影
の
図
画
と
『
教
行
信
証
』」（『
大
谷
学
報
』
九
四—
一
）
に
お
い
て
「『
真
筆
』『
真
影
』『
真
文
』
の
『
真
』
が
、『
真
実テ
』
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
『
筆
』『
影
』『
文
』
に
『
真
』
の
字
を
冠
す
る
の
は
、
そ
の
『
ま
こ
と
』
が
『
み
と
な
る
』
と
い
う
意
、
す
な
わ
ち
『
実
』
と
い
う
実
際
に
衆
生
に
は
た
ら
く
と
い
う
─
真
に
し
て
実
な
る
─
動
的
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」（
二
三
頁
）
と
し
て
、「
後
序
」
の
「
選
択
付
嘱
」「
真
影
図
画
」
の
記
事
に
「
真
」
の
字
が
頻
出
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
（
15
） 
『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
七
二
頁
。
（
16
） 
「
是
則
経
論
・
章
疏
以
下
如ノ
㆑
此ノ
文
字
増
減
参
差
多ク
有リ
㆓
異
本
㆒
、
随
而
大
祖
所
覧ノ
之
本
無
㆓
此ノ
字
㆒
歟
、
故
如ク
㆓
其ノ
文ノ
㆒
被ル
㆔
書
㆓
与ヘ
之ヲ
㆒
」（『
六
要
鈔
』、
『
真
聖
全
』
二
、
四
四
〇
頁
）
参
照
。
（
17
） 
『
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
記
念　
選
択
本
願
念
仏
集
』
一
八
七
〜
九
頁
参
照
。
（
18
） 
藤
原
幸
章
は
、
門
弟
顕
智
が
全
編
に
訓
点
を
施
し
た
後
、
親
鸞
が
校
閲
し
各
巻
の
外
題
を
記
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。（『
定
親
全
』
九
、
「
加
点
篇
⑶
・
⑷
解
説
」
三
八
〜
四
五
頁
参
照
）
（
19
） 
中
沢
見
明
『
真
宗
源
流
史
論
』
二
二
三
〜
五
頁
参
照
。
（
20
） 
以
上
、
小
山
正
文
・
前
掲
論
文
、
二
六
二
頁
。
（
21
） 
註
（
１
）
参
照
。
（
22
） 
平
松
令
三
『
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
親
鸞
』
一
一
九
〜
二
〇
頁
参
照
。
（
23
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
一
二
七
三
頁
。
（
24
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
一
二
六
三
頁
。
（
25
） 
『
定
親
全
』
五
輯
録
篇
、
二
九
六
頁
。
（
26
） 
『
真
聖
全
』
四
、
四
七
二
頁
。
（
27
） 
『
定
親
全
』
一
、
一
二
一
頁
。
（
28
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
二
二
頁
。
（
29
） 
『
定
親
全
』
一
、
一
三
七
頁
。
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（
30
） 
『
定
親
全
』
一
、
一
三
六
〜
七
頁
。
（
31
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
二
七
頁
。
（
32
） 
「
此
釈
の
こ
こ
ろ
は
。
必
得
往
生
と
云
ふ
は
。
命
終
り
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
な
り
。
…
…
成
就
の
文
の
即
得
往
生
を
。
無
解
者
は
信
の
一
念
に
往
生
す
る
こ
と
と
し
て
。
娑
婆
に
居
な
が
ら
無
量
光
明
土
の
往
生
を
う
る
こ
と
と
す
る
は
。
祖
意
に
違
す
。
一
多
証
文
三
左
　
に
成
就
の
文
の
即
得
往
生
を
釈
し
て
『
得
は
う
べ
き
こ
と
を
え
た
り
』
と
有
り
て
。
得
は
う
る
な
り
と
あ
る
べ
き
を
。
う
べ
き
こ
と
を
え
た
り
と
云
ふ
は
。
往
生
を
う
る
と
い
ふ
は
往
生
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
往
生
を
う
べ
き
に
定
り
た
こ
と
。」（
香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
』、『
教
講
集
』
三
、
五
九
頁
）、
他
参
照
。
（
33
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
七
〇
頁
。
（
34
） 
「
必
至レ
ハ㆓
無
量
光
明
土ニ
㆒　
諸
有ノ
衆
生
皆
普ク
化ス
ト
イ
ヘ
リ
　
　
」（「
正
信
偈
」、『
定
親
全
』
一
、
八
九
頁
）
参
照
。
（
35
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
八
八
頁
。
（
36
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
八
九
頁
。
（
37
） 
以
上
、『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
一
八
頁
。
（
38
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
五
〇
頁
。
（
39
） 
『
定
親
全
』
一
、
一
九
五
頁
。
（
40
） 
以
上
、『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
四
八
頁
。
（
41
） 
以
上
、『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
五
〇
頁
。
（
42
） 
『
定
親
全
』
三
書
簡
篇
、
一
八
七
〜
八
頁
。
（
43
） 
『
法
伝
全
』
四
二
二
頁
、
他
参
照
。
（
44
） 
以
上
、『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
三
一
頁
。
（
45
） 
以
上
、『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
二
七
頁
。
（
46
） 
親
鸞
在
世
時
（
建
保
二
年
・
一
二
一
四
、
親
鸞
四
十
二
歳
）
の
訓
点
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
大
谷
大
学
蔵
建
保
本
『
論
註
』
で
は
、「
若
人
但
聞
彼
国
土
清
浄
安
楽　
剋
念
願
生
亦
得
往
生
則テ
入
正
定
聚
」
の
文
は
「
若
し
人
た
だ
彼
の
国
土
の
清
浄
安
楽
を
聞
き
て
剋
念
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
亦
た
往
生
を
得
て
則
ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
訓
ま
れ
、「
正
定
聚
」
は
往
生
を
得
て
浄
土
に
生
ま
れ
た
後
に
得
る
境
地
と
さ
れ
て
い
る
。
建
長
八
年
（
一
二
五
六
、
八
十
四
歳
）、
親
鸞
は
『
論
註
』
版
本
に
訓
点
を
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
も
、
版
本
に
「
則テ
入
正
定
聚
」
と
あ
っ
た
「
則
」
の
字
を
「
即
」
に
改
め
た
上
で
、「
証
巻
」
の
よ
う
に
訓
ん
で
い
る
。
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（
47
） 
註
（
15
）
に
同
じ
。
（
48
） 
『
教
講
集
』
六
、
五
八
九
頁
。
（
49
） 
『
教
講
集
』
六
、
五
九
四
頁
。
（
50
） 
『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
一
二
九
頁
。
（
51
） 
『
指
南
抄
』
所
収
「
三
昧
発
得
記
」（『
定
親
全
』
五
輯
録
篇
、
一
一
三
〜
七
頁
）
参
照
。
（
52
） 
『
定
親
全
』
一
、
一
四
八
〜
九
頁
。
（
53
） 
『
定
親
全
』
一
、
一
四
八
頁
。
（
54
） 
『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
七
一
頁
。
（
55
） 
『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
七
一
頁
。
（
56
） 
『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
七
一
頁
。
（
57
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
六
八
頁
。
（
58
） 
註
（
15
）（
47
）
に
同
じ
。
（
59
） 
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
八
、「
ご
ん‒
じ
ゃ
【
権
者
】」「
ご
ん‒
ざ
【
権
者
】」
の
項
参
照
。
（
60
） 
「『
権
化ノ
仁ト
』
者
、
若シ
依テ
㆓
初ノ
義ニ
㆒
者
指ス
㆑
仏ヲ
、
即
是
世
雄
、
上
下
雖モ
㆑
殊ト
是レ
非ズ
㆑
別ニ
也
。
若シ
拠ラ
㆓
後ノ
義ニ
㆒
者
、
通テ
ジ
テ
　
　
指テ
ス㆓
調
達
テ
テ
・
闍
世
テ
テ
・
韋テ
提テ
ヲ㆒
、
発
起
衆
テ
テ
テ
也テ
。」（
傍
点
筆
者
、『
六
要
鈔
』、『
真
聖
全
』
二
、
二
〇
九
頁
）
他
参
照
。
（
61
） 
『
定
親
全
』
二
和
讃
篇
、
七
二
頁
。
（
62
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
八
一
頁
。
（
63
） 
以
上
、『
浄
聖
全
』
一
、
七
一
七
頁
。
（
64
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
七
一
七
頁
。
（
65
） 
「
由
㆘
知
㆓
彼
国
従
㆑
心
而
現
㆒
達
㆗
本
無
法
㆖
故
得
㆓
無
生
㆒
。
無
生
理
也
。
慧
㆑
心
安
㆑
理
名
㆓
無
生
忍
㆒
。
忍
具
有
㆑
五
如
㆓
仁
王
経
㆒
説
。
…
…
四
無
生
忍
七
八
九
地
証
㆑
実
離
㆑
相
名
㆓
無
生
忍
㆒
。
…
…
韋
提
夫
人
実
大
菩
薩
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
此
会
即
得
テ
テ
テ
テ
㆓
無
生
法
忍
テ
テ
テ
テ
㆒
。
明
知
不
テ
テ
テ
㆑
小
亦
化
為
テ
テ
テ
テ
㆑
凡テ
。」（
傍
点
筆
者
、
慧
遠
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
三
七
、
一
七
九
頁
ａ
）
他
参
照
。
（
66
） 
以
上
、『
定
親
全
』
二
漢
文
篇
、
一
二
五
頁
。
（
67
） 
以
上
、『
定
親
全
』
二
漢
文
篇
、
一
二
一
〜
二
頁
。
（
68
） 
「
韋
提
希
が
凡
夫
で
あ
る
と
同
時
に
『
権
化
の
仁
＝
還
相
の
菩
薩
』
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
り
積
極
的
に
論
じ
た
の
が
、
曽
我
量
深
で
あ
る
。
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実
業
の
凡
夫
と
し
て
心
か
ら
悩
み
、
各
々
の
業
に
本
当
に
縛
ら
れ
る
所
が
実
業
の
凡
夫
と
い
ふ
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
本
当
に
縛
ら
れ
る
所
に
復
権
化
仁
な
る
輝
き
が
あ
る
の
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
 
（「
行
信
の
道
─
『
教
行
信
証
』
総
序
講
読
─
」『
曽
我
量
深
選
集
』
七
・
八
〇
頁
）
 
 
　
  『
斯
れ
』
と
は
実
業
の
凡
夫
を
抑
へ
て
『
権
化
の
仁
』
と
言
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
か
ら
大
権
の
聖
者
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
仏
法
の
歴
史
の
正
機
と
し
て
、
実
業
の
凡
夫
を
正
機
と
し
て
、
仏
法
が
起
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
韋
提
希
は
仏
法
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
仏
法
そ
の
も
の
の
歴
史
の
内
に
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
実
業
の
凡
夫
さ
な
が
ら
に
し
て
大
権
の
聖
者
で
あ
り
ま
す
。
 
（「
仏
教
の
世
界
観
」『
曽
我
量
深
講
義
集
』
四
・
二
一
二
頁
）
 
　
ま
た
安
田
理
深
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 
　
  
韋
提
希
は
凡
夫
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
凡
夫
と
し
て
本
願
成
就
の
如
来
を
選
ん
だ
。
つ
ま
り
韋
提
希
が
本
願
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
自
身
本
願
の
用
き
な
の
で
あ
る
、
本
願
が
展
開
す
る
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
韋
提
希
の
意
識
を
超
え
た
用
き
が
あ
る
。
韋
提
希
の
意
識
は
何
も
人
類
を
救
お
う
な
ど
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た
だ
自
分
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
（
中
略
）
本
願
を
浄
土
仏
教
と
し
て
開
く
意
義
を
も
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
…
…
凡
夫
を
や
め
て
権
化
で
は
な
い
。
凡
夫
の
ま
ま
に
権
化
な
の
で
あ
る
。
 
（
中
略
引
用
者
「『
教
行
信
証
』
総
序
聴
記
」『
安
田
理
深
選
集
』
一
五
上
・
九
六
頁
）
 
　
韋
提
希
は
『
実
業
の
凡
夫
』
で
あ
り
、
王
舎
城
の
悲
劇
も
『
芝
居
』
で
は
な
い
。
し
か
し
仏
法
・
本
願
に
よ
っ
て
、
凡
夫
で
あ
る
韋
提
希
に
そ
の
ま
ま
『
権
化
の
仁
』
と
い
う
意
味
が
与
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
親
鸞
は
、
自
身
が
本
願
に
出
遇
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
振
り
返
っ
た
時
に
、
韋
提
希
や
阿
闍
世
、
提
婆
達
多
な
ど
が
、『
權
化
の
仁
』
と
し
て
仰
が
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。」（
青
柳
英
司
「
研
究
レ
ポ
ー
ト
・『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
序
』（
総
序
）」、『
近
現
代
『
教
行
信
証
』
研
究
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
紀
要
』
三
、
一
七
四
〜
五
頁
）
（
69
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
一
二
六
〇
頁
。
（
70
） 
安
冨
信
哉
『
親
鸞
・
信
の
教
相
』
一
五
九
〜
六
〇
頁
参
照
。
ま
た
親
鸞
は
「
即
得
往
生
」
の
「
得
」
を
「
得
は
、
う
べ
き
こ
と
を
え
た
り
と
い
ふ
」（『
一
念
多
念
文
意
』）
と
解
説
し
て
お
り
、
完
了
の
助
動
詞
「
た
り
」
に
は
「
①
動
作
テ
テ
・
状
態
の
存
続
す
る
こ
と
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
。
ま
た
は
動
作
の
結
果
の
存
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
続
す
る
こ
と
に
対
す
る
確
認
の
気
持
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
を
表
わ
す
。
…
て
い
る
。
…
て
お
く
。
②
動
作
・
作
用
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
気
持
を
表
わ
す
。
…
た
。」（
傍
点
筆
者
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
一
三
）
と
い
っ
た
存
続
の
意
味
が
あ
り
、
親
鸞
の
「
得
往
生
」
の
解
説
か
ら
「
往
生
を
既
に
得
た
」
（
完
了
）
の
み
な
ら
ず
「
往
生
を
得
た
状
態
が
続
い
て
い
る
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
テ
」（
存
続
）
の
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
71
） 
武
田
未
来
雄
「
親
鸞
に
お
け
る
往
生
表
現
の
課
題
─
特
に
〈
い
た
る
〉
を
中
心
と
し
て
─
」（『
教
化
研
究
』
一
五
八
）
参
照
。
（
72
） 
『
定
親
全
』
一
、
七
〇
頁
。
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（
73
） 
『
定
親
全
』
一
、
八
八
頁
。
（
74
） 
『
定
親
全
』
一
、
八
九
頁
。
（
75
） 
『
定
親
全
』
一
、
九
〇
頁
。
（
76
） 
『
定
親
全
』
一
、
三
〇
九
頁
。
（
77
） 
由
比
ヶ
浜
中
世
集
団
墓
地
遺
跡
な
ど
の
神
奈
川
県
鎌
倉
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
人
骨
を
調
査
し
た
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
長
岡
朋
人
准
教
授
（
形
質
人
類
学
）
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
れ
ば
、
中
世
前
期
（
十
二
〜
十
四
世
紀
）
に
お
け
る
日
本
人
の
一
般
的
な
死
亡
年
齢
は
、
子
供
は
除
き
、
「
若
年
」（
十
五
〜
三
十
四
歳
）
が
五
割
程
度
、「
中
年
」（
三
十
五
〜
五
十
四
歳
）
が
三
割
程
度
で
、
約
八
割
も
の
人
が
「
老
年
」（
五
十
五
歳
以
上
）
を
迎
え
る
こ
と
な
く
死
亡
し
て
い
た
と
い
う
。
長
岡
准
教
授
に
拠
れ
ば
「
十
三
世
紀
に
は
大
き
な
地
震
も
起
き
て
お
り
、
戦
乱
や
自
然
災
害
の
影
響
で
短
命
化
が
進
む
危
機
的
な
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
こ
と
。（『
読
売
新
聞
』
ウ
ェ
ブ
版
・
二
〇
一
九
年
六
月
五
日
付
記
事
参
照
）
（
78
） 
豅
弘
信
「『
愚
禿
善
信
』
考
─
文
明
版
『
正
像
末
和
讃
』
の
撰
号
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
親
鸞
教
学
』
一
〇
九
）
四
五
〜
六
頁
参
照
。
（
79
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
九
六
頁
。
（
80
） 
親
鸞
が
「
即
ち
往
生
を
得
」（「
本
願
成
就
の
文
」）「
必
ず
往
生
を
得
」（『
礼
讃
』「
玄
義
分
」）
と
訓
む
際
の
「
往
生
」
は
当
然
「
大
経
往
生
」
「
難
思
議
往
生
」（『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』）
を
指
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
を
よ
り
鮮
明
に
示
す
べ
く
こ
こ
で
は
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
の
語
を
用
い
た
が
、『
文
類
聚
鈔
』
の
「
必ズ
獲ウレ
バ㆔
於ヲ
㆓
信
喜キ
悟ゴノ
忍ニン
㆒
得ウル
㆓
難
思
議
往
生ヲ
㆒
人ヒト
ナ
リ
　
即チ
証ス
ト㆓
法
性
之ノ
常
楽ヲ
㆒
」（『
定
親
全
』
二
漢
文
篇
、
一
四
四
頁
）
の
文
に
お
け
る
「
難
思
議
往
生
」
の
語
の
意
味
内
容
が
筆
者
が
本
稿
で
抑
え
た
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。
（
81
） 
『
定
親
全
』
七
註
釈
篇
、「
解
説
」
四
二
三
〜
五
頁
参
照
。
（
82
） 
『
定
親
全
』
一
、
三
八
〇
頁
。
（
83
） 
以
上
、『
存
覚
袖
日
記
』（『
真
宗
資
料
集
成
』
一
、
八
九
七
〜
八
頁
）
参
照
。
（
84
） 
『
定
親
全
』
三
和
文
篇
、
一
六
九
頁
。
（
85
） 
西
本
願
寺
蔵
本
「
安
城
御
影
」
で
は
「
曰
」、
東
本
願
寺
蔵
本
で
は
「
造
曰
」。
（
86
） 
西
本
願
寺
蔵
本
で
は
「
釈
親
鸞
」、
東
本
願
寺
蔵
本
で
は
「
釈
親
鸞
法
師
」。
（
87
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
四
五
三
頁
。
（
88
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
四
五
四
頁
。
（
89
） 
『
浄
聖
全
』
一
、
四
五
一
頁
。
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元
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大
学
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研
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真
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学
）
 
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　
『
往
生
礼
讃
』、
本
願
加
減
の
文
、
似
絵

